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⽝
苔
の
衣
⽞
に
見
る
賀
茂
季
鷹
の
物
語
校
正
活
動

関

本

真

乃

は
じ
め
に

⽝
苔
の
衣
⽞
は
鎌
倉
時
代
中
期
（
⚑
）に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
全

四
巻
の
作
り
物
語
で
あ
る
。
諸
本
は
お
よ
そ
三
十
本
現
存
し
、
そ

の
本
文
は
前
田
家
尊
経
閣
本
系
統
・
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
の
二
類

に
大
別
さ
れ
る
。
稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
の
諸

本
に
つ
い
て
異
同
状
況
を
確
認
し
、
分
類
を
試
み
て
き
た
（
⚒
）。
そ
の

一
環
と
し
て
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
（
賀
茂
季
鷹
旧
蔵
）⽝
苔
の

衣
⽞（
外
題
⽛
苔
衣
⽜、
以
下
季
鷹
本
と
称
す
）
に
つ
い
て
以
前
調

査
を
お
こ
な
い
、
翻
刻
を
紹
介
し
た
（
⚓
）。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
は

金
沢
大
学
附
属
図
書
館
蔵
⽝
苔
の
衣
⽞
の
書
き
入
れ
を
記
す
こ
と

が
主
と
な
り
、
賀
茂
季
鷹
自
身
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
内
容
に
踏

み
込
ん
で
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

賀
茂
季
鷹
は
近
世
中
後
期
（
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
)～
天
保
十

二
年
（
一
八
四
一
）
の
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
り
、
和
歌
・
国
学
を

能
く
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
季
鷹
は
賀
茂
別
雷
神
社
の
祠

官
の
家
の
子
で
、
京
都
に
生
ま
れ
、
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
に
歌
道

の
手
解
き
を
受
け
た
。
そ
の
後
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
寛

政
三
年
（
一
七
九
一
）
ま
で
は
江
戸
に
住
み
、
荷
田
御
風
の
門
人

と
な
っ
て
、
加
藤
千
蔭
や
村
田
春
海
ら
と
親
交
を
結
ん
だ
。
季
鷹

は
江
戸
で
⽝
源
氏
物
語
⽞
の
講
釈
を
複
数
回
行
っ
た
こ
と
が
判
明

し
て
お
り
（
⚔
）、
盛
田
帝
子
氏
は
⽛
江
戸
で
の
季
鷹
の
文
事
に
、⽝
源
氏

物
語
⽞
は
濃
い
影
を
落
と
し
て
い
る
⽜
と
す
る
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
⽝
謌
仙
堂
書
籍
目
録
⽞
は
、
賀
茂
経
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樹
が
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
改
め
た
季
鷹
の
蔵
書
目
録
で
あ

る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
蔵
書
が
⽝
源
氏
物
語
⽞
の
巻
名
に
よ
っ
て

箱
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、⽝
源
氏
⽞
関
係
の
蔵
書
が
主

に
⽛
箒(マ

マ
)木
⽜
と
い
う
二
番
目
の
箱
に
分
類
さ
れ
る
（
⚕
）こ
と
か
ら
も
、

季
鷹
の
⽝
源
氏
⽞
へ
の
関
心
の
高
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

季
鷹
の
物
語
関
係
の
蔵
書
は
、⽝
源
氏
⽞関
係
を
除
け
ば⽛
若
紫
⽜

の
箱
に
多
い
。⽛
若
紫
⽜
箱
の
蔵
書
を
目
録
順
に
挙
げ
る
と
⽝
落
久

保
物
語
⽞⽝
と
り
か
へ
は
や
⽞⽝
更
級
日
記
⽞⽝
野
守
鏡
⽞⽝
土
佐
日

記
抄
⽞⽝
土
佐
日
記
考
証
⽞⽝
竹
取
物
語
⽞⽝
椿
葉
記
⽞⽝
百
人
一
首

古
説
⽞⽝
和
泉
式
部
物
語
⽞⽝
楢
の
葉
⽞⽝
伊
勢
物
語
傍
註
⽞⽝
あ
ま

の
か
る
藻
⽞⽝
真
字
伊
勢
物
語
⽞⽝
同

考
異
⽞⽝
大
和
物
語
⽞⽝
古

今
六
帖
⽞⽝
無
外
題
⽞⽝
朝
顔
⽞⽝
唐
物
語
⽞⽝
同

写
本
⽞⽝
苔
衣
⽞

と
並
ん
で
い
る
。⽝
苔
衣
⽞
以
降
か
ら
物
語
を
拾
う
と
、⽝
昔
奈
良

帝
⽞⽝
出
雲
物
語
⽞⽝
小
夜
の
寝
覚
⽞⽝
四
季
物
語
⽞⽝
鳴
戸
中
将
⽞

⽝
堤
中
納
言
物
語
⽞⽝
住
吉
物
語
⽞⽝
宇
津
保
物
語
⽞⽝
松
浦
物
語
⽞

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
は
⽛
葵
⽜
に
⽝
狭
衣
⽞
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

季
鷹
は
京
都
を
代
表
す
る
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
一
方
、
京
都

に
戻
っ
て
か
ら
校
合
し
た
⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞
や
⽝
住
吉
物
語
⽞

⽝
苔
の
衣
⽞
等
へ
の
書
き
入
れ
を
見
る
と
、
引
き
続
き
作
り
物
語
へ

の
高
い
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

本
稿
で
は
改
め
て
⽝
苔
の
衣
⽞
に
対
す
る
賀
茂
季
鷹
の
書
き
入

れ
に
着
目
し
、
そ
の
特
徴
を
探
る
と
共
に
、
季
鷹
の
校
正
活
動
の

実
態
に
迫
り
た
い
。

一
、
季
鷹
の
校
正
活
動
と
⽝
苔
衣
⽞
伝
来

一
─
一
、
季
鷹
の
書
き
入
れ
と
書
写
校
正
活
動

⽝
苔
の
衣
⽞
季
鷹
本
の
詳
細
書
誌
に
つ
い
て
は
、
既
に
紹
介
し
た
（
⚖
）

の
で
略
し
、
端
的
に
特
徴
を
述
べ
る
と
、
第
一
に
上
下
巻
と
中
巻

で
は
筆
跡
・
装
丁
が
異
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
本
文

自
体
の
祖
本
も
異
な
り
、
上
下
巻
は
上
下
二
冊
本
（
巻
一
・
四
相

当
）
を
、
中
巻
は
巻
三
相
当
一
冊
本
を
そ
れ
ぞ
れ
祖
本
に
持
ち
、

取
り
合
わ
せ
本
と
考
え
ら
れ
る
点
、
全
巻
通
じ
て
季
鷹
自
筆
に
よ

る
大
量
の
朱
筆
書
入
が
あ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、ま
ず
季
鷹
の
書
写
校
正
活
動
に
お
い
て
、⽝
苔
の
衣
⽞

を
位
置
づ
け
た
い
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
下
巻
末
識
語
に
注
目
す

る
。⽛
此
物
語
は
江
戸
に
侍
り
し
比
犢
庫

(マ
マ
)
本
又
は
内
藤
家
の
本
と
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て
い
と
お
ほ
く
世
に
ち
り
ぼ
ひ
た
る
う
ち
に
て
か
ひ
得
た
り
し
を

此
比
き
ふ
ね
の
御
社
に
侍
り
て
春
の
日
の
つ
れ
〳
〵
な
る
ま
ゝ
に

猪
苗
代
法
眼
の
本
を
か
り
て
あ
は
せ
見
つ
ゝ
一
わ
た
り
朱
を
く
は

へ
お
く
物
な
ら
し
源
氏
狭
衣
や
う
の
め
う
つ
し
に
は
ふ
た
ゝ
び
見

ま
ほ
し
き
こ
ゝ
ち
は
し
侍
ら
す
な
ん

寛
政
十
二
年
三
月
廿
日

あ
ま
り
四
日
⽜
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
季
鷹
は
猪
苗
代
法
眼
す
な
わ

ち
猪
苗
代
謙
宜
の
本
を
借
り
て
校
合
を
行
っ
て
い
る
。

季
鷹
は
猪
苗
代
謙
宜
と
当
時
か
な
り
親
交
が
深
く
、⽝
う
つ
ほ

物
語
⽞
を
初
め
と
し
て
謙
宜
所
蔵
の
本
を
多
数
用
い
、
ま
た
共
に

校
合
し
読
ん
で
い
る
。
謙
宜
の
名
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
日
付
を
明
示
す
る
識
語
に
よ
る
と
、
寛
政
七
年
正
月
に
⽝
長

能
集
⽞
を
⽛
猪
苗
代
氏
本
⽜
を
以
て
校
合
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ

り
、
京
都
に
戻
っ
た
季
鷹
の
旺
盛
な
書
写
校
正
活
動
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

詳
細
は
盛
田
帝
子
氏
の
⽛
賀
茂
季
鷹
年
譜
考
⽜
を
参
照
さ
れ
た

い
（
⚗
）。
謙
宜
本
に
よ
る
校
合
は
⽝
大
江
千
里
集
・
瓊
玉
和
哥
集
⽞（
寛

政
七
年
五
月
十
九
日
）、⽝
惟
規
集
・
千
頴
集
⽞（
寛
政
七
年
六
月
廿

日
）、⽝
兼
澄
集
⽞（
寛
政
七
年
六
月
廿
日
）
と
続
き
、⽝
橘
為
仲
朝

臣
集
⽞
識
語
に
は
寛
政
八
年
三
月
十
四
日
に
謙
宜
と
校
合
し
た
と

あ
る
。

ま
た⽝
苔
衣
⽞を
読
ん
だ
年
の
寛
政
十
一
年
に
は
、⽝
歌
仙
歌
集
⽞

識
語
に
⽛
以
猪
苗
代
謙
宜
法
眼
蔵
本
令
一
校
。（
中
略
）
寛
政
十
一

年
正
月
十
四
日

貴
布
祢
社
に
勤
番
中
乃
事
也
⽜、⽝
御
裳
濯
河
哥

合
／
宮
河
う
た
合
⽞
識
語
に
、⽛
右
一
冊
従
猪
苗
代
謙
宜
法
眼
令
借

用
於
貴
布
祢
社
詰
番
所
書
写
畢

寛
政
十
一
年
二
月
廿
三
日
甲
斐

権
守
賀
茂
季
鷹
⽜
と
あ
り
、
貴
船
神
社
で
の
勤
番
中
に
、
謙
宜
本

を
以
て
本
文
の
校
合
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

盛
田
帝
子
氏
が
、⽛
京
都
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
貴
船
神
社
で
の
宿

直
の
際
に
、
上
賀
茂
神
社
所
蔵
の
今
井
自
閑
本
や
猪
苗
代
謙
宜
法

眼
本
な
ど
を
借
り
て
書
写
・
校
合
し
、
飽
く
な
き
購
入
と
書
写
と

で
一
大
蔵
書
を
作
り
上
げ
た
⼧
（
⚘
）、⽛
江
戸
の
遊
学
か
ら
京
都
に
帰
郷

し
、
家
を
継
い
だ
季
鷹
が
、
貴
船
社
勤
番
中
に
そ
の
合
間
を
縫
っ

て
、
親
し
か
っ
た
猪
苗
代
謙
宜
の
所
蔵
本
に
よ
っ
て
、
本
文
の
校

合
に
い
そ
し
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
夜
勤
の
間
に
、
上
賀

茂
社
三
手
文
庫
の
今
井
自
閑
校
本
な
ど
に
よ
っ
て
、
古
典
籍
を
校

合
し
続
け
て
い
た
こ
と
は
、
季
鷹
旧
蔵
典
籍
の
季
鷹
識
語
か
ら
知

ら
れ
る
が
、
ど
の
本
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
本
文
を
意
識
的

に
契
沖
仮
名
遣
に
改
め
、
本
文
を
正
し
て
は
自
説
を
書
き
込
む
古



― 239 ―

（
四
）

― 238 ―

北海学園大学人文論集 第 70 号(2021 年 3 月)⽝苔の衣⽞に見る賀茂季鷹の物語校正活動（関本）

学
者
季
鷹
の
方
針
で
あ
る
⼧
（
⚙
）

と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

季
鷹
は
⽝
歌
仙
歌
集
⽞
校
合
後
、
寛
政
十
一
年
七
月
廿
七
日
に

⽝
苔
衣
⽞
上
巻
を
、
八
月
十
五
日
に
中
巻
を
校
正
し
て
い
る
。
そ
の

後
⽛
十
二
月
十
六
日
よ
り
廿
九
日
昼
時
⽜
ま
で
今
井
自
閑
校
本
で

⽝
和
字
正
濫
抄
⽞
を
校
合
し
、
案
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
年

（
寛
政
十
二
年
）
三
月
二
十
四
日
、
謙
宜
本
に
よ
っ
て
⽝
苔
衣
⽞
下

巻
を
校
合
す
る
（
詳
細
は
後
述
す
る
）。
そ
の
後
は
識
語
に
⽛
猪
苗

代
謙
宜
法
眼
と
ゝ
も
に
よ
み
か
う
が
へ
ぬ
⽜（
五
月
十
二
日
）
と
あ

る
こ
と
か
ら
、⽝
頼
輔
集
⽞
を
謙
宜
と
読
み
校
合
し
て
い
る
。
さ
ら

に
⽝
師
光
集
⽞
識
語
に
⽛
寛
政
十
二
年
五
月
十
九
日
猪
苗
代
法
眼

の
柊
野
の
山
荘
に
て
校
合
畢

賀
茂
季
鷹
⽜
と
あ
り
、
謙
宜
と
頻

繁
に
校
合
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⽝
苔
衣
⽞
の
前
後
に
読
ん
で
い
る
の
は
物
語
類
で
は
な
い
が
、
帰

京
後
の
書
写
校
正
活
動
の
中
で
、
季
鷹
は
中
世
以
降
に
成
立
し
た

物
語
・
説
話
類
を
定
期
的
に
校
正
し
て
い
る
。⽝
四
十
二
の
物
あ

ら
そ
ひ
⽞
は
寛
政
二
年
三
月
九
日
に
⽛
一
覧
之
序
加
愚
意
且
正
仮

名
畢
⽜
と
あ
り
、
寛
政
七
年
八
月
十
五
日
に
古
写
本
に
よ
っ
て
再

校
を
終
え
る
。⽝
小
夜
衣
⽞（
外
題
⽝
出
雲
物
語
⽞）
は
寛
政
四
年
月

十
三
日
に
⽛
一
覧
⽜
し
、⽝
唐
物
語
⽞
は
寛
政
五
年
七
月
に
改
め
て

校
合
し
て
い
る
。

季
鷹
は
安
永
年
間
に
⽝
伊
勢
物
語
傍
注
⽞
を
刊
行
す
る
ほ
か
、

⽝
大
和
物
語
⽞
を
安
永
七
年
八
月
五
日
、⽝
竹
取
物
語
⽞
を
安
永
二

年
九
月
に
山
岡
明
阿
校
本
で
校
合
し
、⽝
お
ち
く
ほ
物
語
⽞
は
安
永

八
年
九
月
に
⽛
一
校
⽜
を
終
え
て
い
る
。
天
明
年
間
に
は
、⽝
源
氏

歌
⽞
の
ほ
か
、⽝
更
級
日
記
⽞⽝
中
務
内
侍
日
記
⽞
な
ど
、
中
古
中

世
の
日
記
を
多
く
読
ん
で
い
る
（
10
）。
こ
れ
ら
を
併
せ
て
考
え
る
と
、

寛
政
年
間
は
、
中
世
の
物
語
に
対
す
る
季
鷹
の
興
味
が
深
ま
っ
て

い
っ
た
時
期
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞

を
既
に
書
写
さ
せ
て
い
た
（
11
）季
鷹
は
、⽝
苔
の
衣
⽞
を
ど
う
読
ん
だ
で

あ
ろ
う
か
。

つ
い
で
、
季
鷹
本
⽝
苔
の
衣
⽞
の
伝
来
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

下
巻
末
識
語
に
旧
蔵
者
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

一
─
二
、
季
鷹
本
⽝
苔
の
衣
⽞
の
伝
来
と
書
き
入
れ

⽝
苔
の
衣
⽞
諸
本
の
う
ち
伝
来
が
明
ら
か
な
も
の
は
少
な
く
、
こ

の
識
語
は
貴
重
で
あ
る
。⽛
此
物
語
は
江
戸
に
侍
り
し
比
犢(マ

マ
)庫
本

又
は
内
藤
家
の
本
と
て
い
と
お
ほ
く
世
に
ち
り
ぼ
ひ
た
る
う
ち
に

て
か
ひ
得
た
り
し
を
⽜
と
あ
り
、
こ
の
⽝
苔
の
衣
⽞
は
季
鷹
が
江
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戸
で
買
い
得
た
も
の
で
、⽛
牘
庫
⽜
す
な
わ
ち
磐
城
平
藩
の
藩
主
内

藤
義
概
（
風
虎
）（
元
和
五
年
（
一
六
一
九
)～
貞
享
二
年
（
一
六

八
五
））
の
旧
蔵
本
で
あ
る
と
す
る
。
季
鷹
が
江
戸
に
住
ん
だ
期

間
は
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

ま
で
で
あ
る
の
で
、
季
鷹
が
当
該
本
を
手
に
入
れ
た
の
は
、
こ
の

期
間
で
あ
ろ
う
。

他
に
賀
茂
季
鷹
旧
蔵
本
の
う
ち
、⽝
句
題
百
首
⽞⽝
影
供
歌
合
⽞

⽝
吉
野
拾
遺
⽞⽝
隆
源
口
伝
⽞⽝
四
十
五
番
草
木
歌
合
⽞⽝
私
言
物
語
⽞

な
ど
（
12
）に
は
牘
庫
印
が
あ
り
、
賀
茂
季
鷹
が
牘
庫
本
を
購
入
し
た
と

い
う
の
は
事
実
で
あ
る
。

た
だ
し
季
鷹
本
⽝
苔
の
衣
⽞
に
牘
庫
印
は
見
当
た
ら
な
い
。
同

じ
よ
う
に
、識
語
を
持
つ
が
牘
庫
印
の
な
い
賀
茂
季
鷹
旧
蔵
本
は
、

管
見
の
及
ん
だ
範
囲
で
は
⽝
将
門
記
⽞⽝
唐
物
語
⽞⽝
万
松
院
殿
穴

太
記
⽞
で
あ
る
（
13
）。
盛
田
帝
子
氏
は
⽝
苔
衣
⽞
の
う
ち
、⽛
こ
の
中
巻

は
犢(マ

マ
)庫
本
で
は
な
く
、
後
世
の
写
本
か
と
思
わ
れ
る
⼧
（
14
）

と
す
る
。

実
際
内
藤
家
の
蔵
書
目
録
と
推
定
さ
れ
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
⽝
書
物
目
録
⽞（
四
一
〇
五
─
八
）
に
は
⽛
苔
衣
二
冊
⽜
と
あ

る
。
内
藤
風
虎
が
蔵
し
た
時
点
で
は
⽝
苔
の
衣
⽞
は
二
冊
で
あ
り
、

そ
の
後
取
り
合
わ
せ
ら
れ
た
と
考
え
る
。
季
鷹
が
こ
れ
ら
を
取
り

合
わ
せ
た
の
で
あ
れ
ば
、⽝
苔
の
衣
⽞
へ
の
興
味
関
心
の
高
さ
が
見

て
取
れ
（
15
）、
季
鷹
が
中
巻
を
取
り
合
わ
せ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
季
鷹

の
手
に
渡
る
前
に
、
上
下
巻
と
巻
三
相
当
零
本
が
取
り
合
わ
せ
ら

れ
た
⽝
苔
の
衣
⽞
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
本
文
の
生
成
と
諸
本
分
類
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

以
下
、⽝
苔
の
衣
⽞
本
文
に
対
す
る
季
鷹
の
書
き
入
れ
の
特
徴
を

探
っ
て
い
く
。

二
、
季
鷹
本
書
き
入
れ

二
─
一
、
季
鷹
本
の
書
き
入
れ
の
段
階

季
鷹
に
よ
る
書
き
入
れ
の
種
類
は
、
い
っ
た
ん
便
宜
的
に
分
類

す
る
と
、
①
頭
注
②
ひ
ら
が
な
の
修
正
傍
書
（
仮
名
遣
い
・
表
記
）

③
本
文
修
正
案
傍
書
④
濁
点
付
与
⑤
句
点
付
与
⑥
区
切
⑦
漢
字
傍

書
⑧
⼦イ
⽜
本
校
合
⑨
⼦花
⽜
本
校
合
⑩
識
語
の
十
種
類
で
あ
る
。

季
鷹
の
安
永
年
間
か
ら
享
和
年
間
に
か
け
て
の
書
き
入
れ
を
見

る
限
り
、
仮
名
遣
い
の
修
正
・
濁
点
・
頭
注
・
校
合
は
基
本
的
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
書
き
入
れ
の
色
や
、
種
類
の
多
少
の
違

い
こ
そ
あ
れ
、⽝
苔
の
衣
⽞
の
書
き
入
れ
は
ご
く
標
準
的
な
も
の
で
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あ
る
。

⽝
苔
の
衣
⽞
に
対
す
る
季
鷹
の
書
き
入
れ
は
、
少
な
く
と
も
三
度

に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。

た
と
え
ば
中
巻
三
七
オ
頭
注
に
⽛
季
鷹
案
う
ち
は
衍
字
か
ま
た

経
う
ち
よ
み
な
と
の
脱
字
歟
⽜
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
文
⽛
も
し

や
と
お
ほ
し
つ
ゝ
御
か
ち
な
と
い
よ
〳
〵
ま
い
り
た
ま
ふ
に
の
ゝ

し
り
う
ち

み
イ

つ
ゝ
も
の
も
聞
え
ぬ
ま
て
な
れ
と
⽜
と
い
う
箇
所
の
傍

線
部
分
に
関
し
て
の
注
で
あ
る
。⽛
イ
⽜本
注
記
で
は⽛
う
⽜を⽛
み
⽜

に
改
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、⽛
イ
⽜
本
注
記
は
頭
注
が
記
さ
れ
た
時

点
よ
り
も
後
で
記
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
じ
く
上
巻
六
七
オ
⽛
立
か
へ
り
こ
と
ゝと

し
歟

な
け
れ
は
⽜
の
部

分
、
一
度
朱
で
見
せ
消
ち
し
て
⽛
し
歟
⽜
と
い
う
季
鷹
案
を
示
し
、

そ
の
左
横
に
朱
で
⽛
こ
と
〳
〵
イ
⽜
と
あ
る
。
書
き
入
れ
は
本
文

の
右
横
に
傍
書
す
る
の
が
標
準
的
な
の
で
、
季
鷹
案
を
書
き
入
れ

た
後
、⽛
イ
⽜
本
で
校
合
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⽛
イ
⽜
本
の
後
に
さ
ら
に
⽛
花
⽜
本
で
校
合
し
た
こ
と
は
、
以
下

の
よ
う
な
例
が
複
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

上
巻
六
四
オ
⽛
き
ん
は
す
こ
し
を
り
や
り
て
⽜
の
部
分
に
対
し

て
頭
注
で
⽛
季
鷹
案
折
打
似
た
る
よ
り
心
な
き
も
の
ゝ
書
あ
や
ま

ち
成
へ
し
⽜
と
あ
る
。
実
際
に
は
⽛
を

り

お
し
イ

花
同

⽜
す
な
わ
ち
、⽛
を
り
⽜

を
見
せ
消
ち
し
て
⽛
お
し
イ

花
同
⽜
と
し
て
い
る
が
、⽛
を
り
⽜

と
⽛
お
し
⽜
の
間
に
は
消
さ
れ
た
痕
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
頭
注
の

季
鷹
案
⽛
う
ち
⽜
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、⽛
季
鷹
案
⽜が
ま
ず
書
き
込
ま
れ
、そ
の
後⽛
イ
⽜

本
で
校
合
、
さ
ら
に
そ
の
後
で
⽛
花
⽜
本
で
校
合
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

⽛
花
⽜
本
注
記
が
⽛
イ
⽜
本
注
記
と
同
じ
箇
所
に
付
さ
れ
、
か
つ

異
な
る
例
は
、
他
に
確
例
三
の
み
で
あ
る
。
一
例
目
は
、
中
巻
三

二
オ
⽛
む
か
ひ
よ
せ

へ

よ
り
イ

て
か
し
つ
か
ん
は
⽜
の
部
分
、⽛
よ
⽜
に
⽛
と

花
⽜
と
さ
ら
に
右
に
傍
書
す
る
。
つ
ま
り
⽛
花
⽜
の
本
文
は
⽛
む

か
へ
と
り
て
⽜
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
例
目
は
下
巻
六
二
ウ

⽛
い
と
○ほ

い

おな
く

ほ
さ
れ
つ
ゝ
あ
へへ

イ

る
も
⽜
の
部
分
、
い
っ
た
ん
⽛
へ
⽜

と
い
う
イ
本
注
記
を
し
な
が
ら
、⽛
く
花
⽜
と
い
う
⽛
花
⽜
本
注
記

を
本
文
左
に
傍
書
す
る
（
16
）。

他
に
、⽛
イ
⽜
本
注
記
の
後
に
⽛
花
同
⽜
と
す
る
例
が
、
先
述
の

六
四
オ
と
、
一
九
オ
⽛
あ
り
そ
海
の
浜
の
真
砂
は
か
ひ
そ
な
き

も
い
さ
イ

花
同

君

か
齢
の
数
に
を
さ
れ
て

ま
け
つ
つ
イ

同

⽜
含
め
て
上
巻
に
三
例
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
か
ら
も
、⽛
イ
⽜
本
注
記
の
後
に
⽛
花
⽜
注
記
が
書
き
入
れ
ら
れ
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た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

⽛
イ
⽜
本
と
⽛
花
⽜
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し

て
、
そ
の
他
の
書
き
入
れ
の
時
期
は
、
以
下
の
識
語
か
ら
見
当
を

つ
け
ら
れ
る
。
上
巻
末
の
寛
政
十
一
年
七
月
廿
七
日
識
語
に
⽛
句

を
き
り
か
ん
な
を
た
ゝ
し
い
さ
ゝ
か
か
う
か
へ
を
し
る
し
つ
け
侍

る
也
⽜と
あ
り
、中
巻
末
の
寛
政
十
一
年
八
月
十
五
日
識
語
で⽛
此

ふ
み
と
う
出
て
み
る
に
か
き
そ
ん
じ
ぬ
る
所
々
か
な
の
誤
な
と
も

す
く
な
か
ら
ね
は
よ
き
本
見
出
ん
ま
て
に
と
て
一
わ
た
り
見
る

ま
ゝ
に
句
を
き
り
濁
を
さ
し
聊
か
う
か
へ
を
も
し
る
し
付
侍
り

ぬ
⽜
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、⽛
又
の
と
し
春
猪
苗
代
法
眼
の
本
を
か

り
て
一
わ
た
り
よ
み
あ
は
せ
侍
れ
と
⽜（
上
巻
末
識
語
）
と
あ
る
。

す
な
わ
ち
季
鷹
は
、
一
通
り
読
む
つ
い
で
に
、
濁
点
を
記
し
、
句

を
切
り
、
仮
名
の
誤
り
を
正
し
、
私
案
を
述
べ
、
そ
の
翌
年
に
異

本
と
校
合
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
の
書
き
入
れ
に
は
、

基
本
的
に
⽛
イ
⽜
本
注
記
・⽛
花
⽜
本
注
記
を
除
く
も
の
が
含
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
─
二
、
季
鷹
本
⽝
苔
の
衣
⽞
の
⽛
仮
名
遣
い
⽜

季
鷹
の
仮
名
遣
い
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強
く
、⽝
苔
の
衣
⽞
全
巻
を

通
じ
て
逐
一
訂
正
を
傍
書
し
て
い
る
。
季
鷹
は
、
安
永
五
年
（
一

七
七
六
）
刊
の
⽝
伊
勢
物
語
傍
注
⽞
の
凡
例
で
も
仮
名
遣
い
に
つ

い
て
、⽛
い
に
し
へ
の
仮
名
づ
か
ひ
に
て
か
き
侍
り
ぬ
⽜
と
述
べ
て

お
り
、
仮
名
遣
い
へ
の
こ
だ
わ
り
は
以
前
か
ら
継
続
し
て
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
盛
田
帝
子
氏
が
⽛
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に

契
沖
仮
名
遣
い
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
⽝
正
誤
仮
名
遣
⽞
や
、
ま

た
季
鷹
が
収
集
し
た
古
典
籍
の
本
文
の
こ
と
ご
と
く
が
定
家
仮
名

遣
か
ら
契
沖
仮
名
遣
に
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
き
明
ら
か

で
あ
る
⽜
（
17
）

と
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
契
沖
仮
名
遣
い
へ
の

訂
正
の
み
を
最
初
に
書
き
入
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
季
鷹
が
一
連

の
校
正
作
業
と
し
て
⽛
か
ん
な
を
た
ゝ
し
い
さ
ゝ
か
か
う
か
へ
を

し
る
し
つ
け
⽜
た
の
で
あ
る
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

季
鷹
の
⽛
仮
名
遣
い
⽜
に
関
し
て
は
、
今
野
真
二
氏
が
⽝
正
誤

仮
名
遣
⽞
に
つ
い
て
⽛
清
音
濁
音
と
い
う
こ
と
が
⽛
仮
名
遣
い
⽜

に
含
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
は
現
代
考
え
ら
れ
て

い
る
⽛
仮
名
遣
い
⽜
と
い
う
枠
組
み
と
は
一
致
し
な
い
⽜
（
18
）

と
指
摘

す
る
こ
と
を
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
季
鷹
の
書
き
入
れ

を
見
る
と
、漢
字
の
下
の
大
返
し⽛
〳
〵
⽜に
つ
い
て
は
、⽛
人
〳
〵
⽜

を
⽛
人
々
⽜
と
し
、⽛
色
〳
〵

い

ろ

⽜
と
す
る
な
ど
、
漢
字
一
字
の
直
後
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の
⽛
〳
〵
⽜
を
⽛
々
⽜
に
訂
正
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
⽛
か
た

〳
〵

が

た

⽜の
よ
う
に
、読
み
で
濁
点
が
付
く
も
の
に
つ
い
て
は⽛
〳
〵
⽜

を
用
い
て
い
な
い
。
季
鷹
が
⽛
〳
〵
⽜
を
直
前
の
語
が
平
仮
名
か

つ
繰
り
返
し
部
分
が
清
音
で
あ
る
と
き
に
用
い
る
記
号
と
し
て
捉

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
い
っ
た
表
記
の
訂
正
は
、
季
鷹
に
と
っ
て
は
仮
名
遣
い
の

一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
加
え
て
⽛
ほ
ん
い
⽜（⽝
正
誤

仮
名
遣
⽞
で
は
⽛
ほ
い
な
し
無
本
意
⽜）⽛
た
い
め
ん
⽜、⽛
侍
へ
ら

す
⽜⽛
侍
へ
れ
は
⽜
の
よ
う
に
、
撥
音
便
の
⽛
ん
⽜
を
消
す
、⽛
は

ん
へ
り
⽜
の
⽛
へ
⽜
を
消
す
の
も
同
様
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
ほ
か
、⽛
そ
つち

の
宮
⽜⽛
き
さ
きい

の
宮
⽜
の
よ
う
に
語
を
改

め
る
ほ
か
、⽛
春東

宮
⽜
な
ど
の
漢
字
訂
正
、⽛
き
⽜
と
読
め
る
字
形

に
⽛
き
⽜
と
傍
書
す
る
表
記
の
訂
正
も
見
ら
れ
る
。

⽝
正
誤
仮
名
遣
⽞
の
凡
例
に
は
、⽛
も
は
ら
古
事
記
日
本
紀
萬
葉

集
和
名
抄
等
の
古
書
に
も
と
づ
き
て
後
世
一
家
の
私
論
を
拠
と
せ

ず
⽜⽛
う
ま
な
る
を
後
に
転
じ
て
和
名
抄
に
も
む
ま
と
あ
れ
ど
古

に
し
た
が
ひ
て
う
ま
と
出
せ
り
此
類
猶
あ
る
べ
し
⽜⽛
仮
名
に
古

と
後
世
と
た
が
へ
る
中
に
一
向
に
あ
や
ま
れ
る
と
転
ぜ
る
と
の
二

あ
り
⽜
な
ど
と
あ
り
、
表
記
お
よ
び
語
の
正
確
な
元
の
か
た
ち
に

つ
い
て
季
鷹
が
多
大
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

⽝
苔
の
衣
⽞
も
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
表
記

を
⽛
古
⽜
の
表
記
に
改
め
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

現
代
一
般
的
に
⽛
仮
名
遣
い
⽜
に
含
ま
れ
な
い
こ
う
い
っ
た
訂
正

も
季
鷹
に
と
っ
て
は
⽛
仮
名
遣
い
⽜
の
一
環
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ま
た
中
巻
一
六
ウ
⽛
か
や
う
の
こ
と
を
き
ゝ
給
へ
ま
し
か
は
い

か
に
ほ
ゐ
な
く
お
○ぼ

さ
ま
し
⽜
の
補
入
書
き
入
れ
は
イ
本
注
記
等

で
は
な
く
、⽛
お
ぼ
す
⽜
と
い
う
語
の
未
然
形
が
入
る
は
ず
だ
と
い

う
季
鷹
自
身
の
判
断
を
書
き
入
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
下

巻
⽛
給
ふひ

た
れ
は
⽜
の
よ
う
に
活
用
形
を
訂
正
す
る
例
も
数
多
い
。

今
野
真
二
氏
は
⽛
そ
も
そ
も
⽛
仮
名
遣
い
⽜
と
い
う
事
象
は
⽛
活

用
語
の
活
用
⽜
と
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
⽛
仮
名
遣

い
⽜
と
い
う
事
象
の
み
を
テ
キ
ス
ト
か
ら
取
り
出
し
て
そ
の
こ
と

の
み
を
論
じ
て
き
た
の
は
現
代
人
だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
⽜
（
19
）

と
述

べ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
用
形
の
訂
正
も
、⽝
正
誤
仮
名
遣
⽞
が
時
に

活
用
語
も
示
す
こ
と
か
ら
す
る
と
、
仮
名
遣
い
に
関
係
あ
る
事
象

と
し
て
、⽛
か
ん
な
を
た
ゝ
し
⽜
の
範
囲
に
含
め
ら
れ
よ
う
。

で
は
⽛
や
う
⽜
は
⽛
さ
ま
⽜
に
、⽛
き
そ
く
⽜
は
⽛
け
し
き
⽜
に
、

⽛
い
ま
た
⽜
は
⽛
ま
た
⽜
に
全
巻
通
じ
て
改
め
る
、⽛
こ
れ
ほ
ど
⽜
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を
⽛
か
ば
か
り
⽜
に
、⽛
此
か
た
⽜
を
⽛
こ
な
た
⽜
に
改
め
る
（
一

六
ウ
）
等
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
は
本
文
の
文
脈
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
単
語
レ
ベ
ル

で
機
械
的
に
改
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
中
巻
一
九

オ
⽛
心
ほ
そ
か
り
ぬ
へ
し
⽜
な
ど
も
、
一
見
し
て
不
自
然
で
あ
る

と
判
断
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
単
語
を
単
語
と
し
て
捉
え
る
行
為
が

⽛
仮
名
遣
い
⽜
と
直
結
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
も
、⽛
正

し
い
語
の
か
た
ち
⽜
を
求
め
る
⽛
仮
名
遣
い
⽜
と
強
く
結
び
つ
い

た
行
為
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
で
こ
の
よ
う
な
改
変
は
、⽛
き
そ
く
⽜
と
⽛
け
し
き
⽜
の
意

味
の
違
い
を
無
視
し
た
恣
意
的
な
改
変
と
も
言
え
る
。
そ
こ
に
は

⽛
き
そ
く
⽜
は
誤
り
で
⽛
け
し
き
⽜
が
正
し
い
と
い
う
季
鷹
の
⽛
解

釈
⽜
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
そ
も
そ
も
契
沖
仮
名
遣
い

に
改
め
る
と
い
っ
て
も
、
た
と
え
ば
⽛
お
⽜
を
⽛
を
⽜
に
改
め
る

場
合
に
は
文
脈
理
解
と
い
う
解
釈
が
否
応
な
し
に
入
り
込
む
。

⽝
大
和
物
語
⽞一
オ
の
識
語
中
に⽛
つ
れ
〳
〵
な
る
ま
ゝ
に
此
物
⽜

語
と
う
て
ゝ
み
る
に
い
と
あ
や
ま
り
た
る
か
な
ゝ
と
の
多
か
れ
は

そ
れ
を
た
ゝ
し
又
人
ゝ
の
官
位
な
と
は
季
吟
の
し
る
し
た
り
し
を

う
つ
し
お
ろ
〳
〵
か
う
が
へ
た
る
は
か
た
は
し
に
し
る
し
あ
る
は

か
し
ら
に
あ
け
な
ど
す
れ
と
猶
あ
や
ま
ち
を
た
ゝ
さ
ん
人
の
侍
ら

は
こ
よ
な
き
さ
ち
な
ら
ん
か
し
⽜
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

⽛
か
ん
が
へ
⽜
は
傍
書
・
頭
注
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仮
名
遣

い
の
修
正
も
傍
書
で
あ
る
た
め
、
傍
書
の
ど
こ
ま
で
が
⽛
か
ん
が

へ
⽜
で
あ
る
か
は
、
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。⽛
新
古
今
作
者
⽜⽛
寛

平
九
年
七
月
譲
位
⽜⽛
新
帝
に
も
か
ぎ
る
ま
じ
け
れ
ば
は
猶
後
々

も
つ
か
へ
ま
つ
れ
と
也
⽜
な
ど
は
明
ら
か
に
⽛
か
ん
が
へ
⽜
で
あ

ろ
う
が
、⽛
伊
勢
の
子御

(ゴ
)の
⽜
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

漢
字
傍
書
に
は
、
解
釈
が
自
ず
と
入
り
込
む
。
以
下
⽝
苔
の
衣
⽞

の
漢
字
傍
書
を
列
挙
す
る
。
上
巻⽛
き
ら
さ
き

二

月

⽜、⽛
女
の

如

意

⽜⽛
く具

し
⽜

⽛
く
ゑ
ん
ふ
く

元

服

⽜⽛
い
な
み

居

並

た
る
⽜、⽛
こ
と

事

⽜、⽛
お
か
し
き
こ籠

⽜⽛
み身

こ
そ
⽜⽛
し辞

し
給
ひ
て
し
ゆ
つ
け

出

家

⽜⽛
す
る
く

宿

世

せ
⽜⽛
こ今

夜
⽜⽛
と
も

共

に
二
三
⽜⽛
こ
う
ち

故

内

の
お
と
ゝ
⽜⽛
こ
と
〳
〵

他

事

⽜、⽛
お
ほ
し
な
け
き

た
る
け故

に
や
⽜⽛
お
は
す
る
け故

に
や
⽜⽛
ふ
き
も
の

吹

物

ひ
き

弾

も
の
⽜⽛
は
ゝ

母

宮
⽜⽛
た
ゝ

凡

人
⽜。
中
巻
⽛
お
ち

祖

父

⽜、⽛
御
そ衣

⽜、⽛
よ
め

夜

目

⽜⽛
み
や

宮

⽜⽛
こ故

う
へ
⽜、⽛
を
ろ

疎

か
⽜⽛
お
く

後

ら
か
し
⽜⽛
お
く
ら

小

倉

⽜⽛
う
す

薄

く
み

ず

墨

色
⽜

⽛
し
る験

し
⽜⽛
よ世

に
⽜⽛
み
ま
し

見

増

き
こ
え
⽜⽛
や破

ら
せ
⽜⽛
れ
う
し

料

紙

⽜⽛
み身

に
か代

ふ
⽜⽛
と
う
し
ん

等

身

⽜⽛
し
な
⽜⽛
御
て手

な
ら
し
⽜⽛
ほ
く
ゑ

法

華

の

く
や
う
ほ
う

供

養

法

し
て
⽜⽛
あ
し
せ
ん

阿

斯

仙

⽜⽛
し
ゆ
つ
り

出

離

の
は
う
ほ
う

方

法

⽜
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⽛
れ
う
ら
き
ん
し
う

綾

羅

錦

繍

⽜⽛
み
し
ろ
き

身

動

も
⽜⽛
あ
し
す
り

蹉

？

⽜。
下
巻⽛
か
み

髪

⽜

⽛
宰
相
の
三
ゐ位

⽜⽛
い
む

戒

こ
と
⽜⽛
や破

り
の
こ
し
⽜⽛
み
ゝ

身

ゝ

と
な
り
ぬ

ら
ん
⽜⽛
三
ゐ位

な
と
⽜⽛
お
も
ひ
の
け故

に
や
⽜。
一
般
の
読
者
に
と
っ

て
は
や
や
意
味
が
取
り
に
く
い
で
あ
ろ
う
語
お
よ
び
仏
教
関
係
の

語
に
多
く
見
ら
れ
る
。⽛
う
つ
く
し

寵

愛

さ
⽜（
上
巻
一
一
ウ
）
は
注
釈

と
も
取
れ
る
だ
ろ
う
。

か
な
を
漢
字
に
改
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
文
を
解
釈
す
る
行

為
で
あ
り
、
傍
書
か
ら
は
季
鷹
自
身
の
解
釈
が
は
っ
き
り
見
て
取

れ
る
。
季
鷹
の
著
し
た
⽝
正
誤
仮
名
遣
⽞
の
形
式
は
⽛
平
仮
名
（
清

濁
区
別
有
)＋
漢
字
書
⽜
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
漢
字

書
は
語
を
ど
う
解
釈
し
た
か
の
結
果
で
も
あ
り
、
か
つ
仮
名
遣
い

と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
解
釈
と
仮
名
遣
い
は

明
確
に
分
離
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ふ
り
が
な
も
同
様
で
あ

る
（
20
）。や

は
り
、⽛
か
ん
な
を
た
ゝ
⽜
す
行
為
と
⽛
か
う
か
へ
を
し
る
し

つ
け
⽜
る
行
為
の
間
に
は
、
季
鷹
自
身
明
確
な
線
引
き
は
な
く
、

複
合
的
な
一
連
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
れ
ゆ
え
に
季
鷹
の
校
正
作
業
に
は
⽛
解
釈
⽜
が
自
然
と
入
り

込
ん
で
き
て
切
り
離
し
に
く
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

二
─
三
、
解
釈
と
本
文
修
正
・
頭
注

一
度
目
の
⽛
か
う
が
へ
⽜
の
中
に
明
ら
か
に
含
ま
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
一
部
を
除
い
た
頭
注
が
含
ま
れ
る
。
頭

注
は
、上
巻⽛
中
つ
い
ぢ
⽜⽛
変
生
男
子
歟
又
便
生
端
正
有
相
之
女
⽜

⽛
岩
垣
⽜、
中
巻
⽛
糺
の
神
⽜⽛
等
覚
龍
⽜⽛
た
ら
ち
を
⽜⽛
以
此
常
耳
⽜

⽛
け
ふ
も
く
れ
ぬ
⽜⽛
聖
霊
⽜⽛
袖
だ
に
さ
ゆ
る
⽜⽛
十
羅
刹
女
⽜⽛
如

説
⽜⽛
棚
機
⽜⽛
若
有
女
人
⽜⽛
善
知
識
⽜⽛
あ
ひ
思
は
ぬ
⽜⽛
法
華
行

法
⽜⽛
あ
し
せ
ん
⽜⽛
苔
衣
⽜、
下
巻
⽛
都
嶋
⽜⽛
誦
経
⽜⽛
人
の
お
や

の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
と
も
子
を
思
ふ
み
ち
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
哉
⽜

な
ど
、引
歌
を
示
し
た
り
、重
要
語
・
仏
教
語
を
示
し
た
り
と
い
っ

た
も
の
が
多
い
。

そ
の
ほ
か
、上
巻⽛
こ
た
ひ

こ
だ
い
に
て
古
代
也
⽜、下
巻⽛
季

鷹
案
ま
み
は
俗
に
い
ふ
め
つ
き
也
⽜
な
ど
は
語
の
注
釈
で
あ
る
。

⽛
季
鷹
案
⽜の
う
ち
上
巻
六
四
ウ
、中
巻
三
七
オ
頭
注
は
前
述
し
た
。

上
巻
二
一
オ
⽛
く
れ
つ
か
た
そ
か
ら
う
し
て
こ
と
な
り
ぬ
ま
つ
な

に
ゝ
か
と
お
ほ
さ
る
ゝ
に
ひ
め
宮
に
て
い
と
ら
う
た
け
に
お
は
す

る
を
⽜
の
頭
注
に
⽛
先
何
に
か
季
鷹
案
い
と
拙
⽜
と
あ
る
。
確
か

に
⽝
源
氏
物
語
⽞
に
は
こ
う
い
っ
た
表
現
は
見
ら
れ
な
い
が
、⽝
栄

花
物
語
⽞
巻
二
十
六
で
嬉
子
が
親
仁
親
王
が
出
産
し
た
場
面
に
は
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類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。

あ
な
う
れ
し
、
い
み
じ
と
思
し
て
、
ま
た
後
の
御
事
を
、
い

か
に
と
思
せ
ど
、
ま
づ
、
な
に
ぞ
と
内
に
も
外
に
も
ゆ
か
し

う
思
す
ほ
ど
に
、
男
御
子
に
ぞ
お
は
し
ま
し
け
る
。
そ
の
ほ

ど
、
殿
の
御
気
色
よ
り
は
じ
め
、
そ
こ
ら
の
内
の
人
思
ひ
た

る
有
様
、
た
だ
わ
が
身
一
つ
の
喜
び
に
思
ひ
た
る
。

⽝
増
鏡
⽞
に
も
同
じ
表
現
が
見
ら
れ
る
。

か
つ
は
、
御
身
の
宿
世
見
ゆ
べ
き
際
ぞ
か
し
と
思
せ
ば
、
い

み
じ
う
念
じ
給
に
、
す
で
に
事
な
り
ぬ
。
ま
づ
何
に
か
は
と

心
騷
ぐ
に
、
御
兄
の
大
納
言
公
相
、⽛
皇
子
誕
生
ぞ
や
⽜
と
、

い
と
高
ら
か
に
の
た
ま
ふ
を
、（⽝
増
鏡
⽞
内
野
の
雪
）

⽛
い
と
拙
⽜
と
ま
で
断
言
で
き
る
表
現
で
あ
る
か
、
疑
問
で
あ
る
。

実
際
こ
の
部
分
に
は
諸
本
異
同
が
な
い
。

中
巻
三
六
オ
の
頭
注
に
⽛⽛
季
鷹
案
出
家
の
事
申
給
へ
る
詞
脱

せ
し
に
や
⽜⽜
と
あ
る
。
こ
れ
は
、⽛
い
は
ん
か
た
な
く
心
ほ
そ
き

に
○ほ

い
も
と
げ
な
ば
や
と
の
給
ふ
を
り
し
も
イ

ひ
め
き
み
の
御
ふ
と
こ
ろ
に
⽜
と
い
う

本
文
に
対
す
る
注
で
あ
り
、
季
鷹
の
考
え
が
正
し
か
っ
た
こ
と
は

⽛
イ
⽜
本
注
記
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

中
巻
七
八
オ
⽛
め
て
た
く
○見

奉
る

礼
の
さ
ほ
う
に
と
り
ま
か
な
ひ

て
⽜
の
頭
注
に
⽛⽛
例
の
さ
ほ
う
の
上
脱
文
に
や
⽜⽜
と
あ
る
。⽛
見

奉
る
⽜
は
頭
注
よ
り
後
の
補
入
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
21
）。

中
巻
七
九
ウ
⽛
か
き
つ
け
の
ま
ゝ
に
と
り
て
○参

ら
す
る
花

殿
う
へ
は

御
ふ
み
と
き
ゝ
た
ま
ひ
て
⽜
の
頭
注
に
⽛
季
鷹
案
と
り
て
の
下
奉

る
云
々
の
詞
落
た
る
成
へ
し
⽜
と
あ
る
。⽛
花
⽜
本
は
⽛
と
り
て
⽜

の
下
に
⽛
参
ら
す
る
⽜
が
あ
る
の
で
、
季
鷹
に
と
っ
て
は
自
身
の

推
測
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
格
好
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
異
本
校
合
以
後
と
考
え
ら
れ

る
頭
注
も
あ
る
。
中
巻
七
三
オ
⽛
つ
ね
に
も
お
は
せ
ぬ
かお

イ

ほ
む

て
い

出

居

の
か
た
に
忍
ひ
て
い
り
た
ま
ひ
て
ふ
み
か
き
た
ま
ふ
⽜
の
頭

注
に
、⽛
か
ほ
む
て
い
一
本
お
ほ
む
て
い
と
有
案
御
出
ゐ
の
方
な

る
べ
し
次
下
並
見
る
べ
し
⽜
と
あ
る
。
こ
の
頭
注
は
⽛
イ
⽜
本
注

記
を
し
た
際
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
22
）。

頭
注
以
外
で
明
ら
か
な
⽛
か
う
が
へ
⽜
に
分
類
で
き
る
例
は
、

上
巻
六
一
ウ
⽛
た
ゝ
今
は
い
と
め
や
す
き
御
あ
そ
ひ
な
り
⽜
に
対
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し
て
、⽛
あ
そ
ひ
⽜
の
後
⽛
が
た
き
な
ど
の
詞
脱
せ
し
に
や
⽜
と
あ

る
傍
注
で
あ
る
。
な
お
実
際
は
⽛
花
⽜
本
に
よ
り
⽛
御
あ
そは

花

ひ
な

り
⽜
と
校
合
さ
れ
、
解
釈
上
こ
の
問
題
は
解
決
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
本
文
を
季
鷹
が
修
正
し
て
い
る
例
は
数
多
く

み
ら
れ
る
。
本
文
修
正
に
は
大
別
し
て
二
種
類
あ
る
。
た
と
え
ば

⽛
衍
⽜
の
よ
う
に
断
定
す
る
も
の
と
、⽛
衍
歟
⽜
と
疑
問
を
呈
す
る

も
の
で
あ
る
。

⽛
歟
⽜
が
つ
く
例
を
示
す
。
上
巻
九
ウ
⽛
御
か
ほ
も
ふ
く
ら
か
に

け
ちた

歟

か
き
も
の
か
ら
あ
な
つ
ら
は
し
か
ら
す
⽜
の
当
該
部
分
に
は

⽛
イ
・
花
⽜
本
と
も
注
記
な
く
、
現
存
す
る
諸
本
い
ず
れ
も
⽛
け
ち

か
き
⽜で
あ
る
。⽛
も
の
か
ら
⽜を
逆
接
と
取
れ
ば
自
然
で
あ
る
が
、

季
鷹
は
近
世
一
般
的
で
あ
っ
た
順
接
と
捉
え
た
た
め
、⽛
あ
な
づ

ら
は
し
か
ら
ず
⽜
に
順
接
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
語
に
改
め
た
の

で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、
上
巻
一
〇
オ
⽛
か
く
て
こ
と
ゝ
も
は
て
ぬ
れ
は

や
う
〳
〵

さ

ま

〳
〵

歟

御
あ
そ
ひ
は
し
ま
り
ぬ
⽜、
一
七
オ
⽛
御
心
さ
し
あ
る
か

た
に
は
い
ま
も
〳
〵

衍
カ

出
き
給
ふ
⽜
の
よ
う
に
、
当
該
部
分
に
校
異

が
な
い
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、⽛
～
歟
⽜
と
あ
る
も
の
に
関
し
て

は
、
季
鷹
が
断
定
で
き
な
い
修
正
案
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

断
定
す
る
本
文
修
正
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
可
能
性
が

あ
る
。
一
つ
は
季
鷹
の
自
信
の
あ
る
解
釈
で
あ
る
。

中
巻
一
三
ウ
⽛
た
け
き
こ
と
ゝ
は
御
ほ
う
し

わ

ざ

な
と
を
そ
よ
に
す

く
れ
て
⽜
の
部
分
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本
は
⽛
ほ
う
し
⽜、
前

田
家
本
系
統
諸
本
も
⽛
法
事
⽜⽛
ほ
う
し
⽜
で
あ
り
、⽛
わ
ざ
⽜
と

す
る
本
文
は
見
当
た
ら
な
い
。⽛
ほ
う
じ
⽜
を
見
せ
消
ち
に
し
て

⽛
わ
ざ
⽜
と
す
る
の
は
、⽛
わ
ざ
⽜
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
季

鷹
の
解
釈
で
あ
る
。
な
お
、⽛
ほ
う
じ
⽜
自
体
は
⽝
源
氏
物
語
⽞
本

文
に
も
あ
る
語
で
あ
り
、
積
極
的
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
ま
で

は
思
わ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
変
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
本
文
よ
り
も
、
自
ら
の
判
断
を
優
先
し
て
本
文
を
改

め
る
場
合
が
季
鷹
の
校
正
に
は
散
見
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
何
ら
か
の
異
本
に
拠
る
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の

も
多
い
。
例
を
示
す
。
中
巻
一
一
オ
⽛
右
の
お
と
ゝ
き
た
ま
へ
は

お
り
ふ
し
を
い
と
お
ほ
し
さ
は
く
⽜
の
部
分
、⽛
き
⽜
を
⽛
わ
づ
ら

ひ
⽜、⽛
お
り
ふ
し
を
⽜
を
⽛
き
ん
だ
ち
⽜
と
改
め
る
の
は
、
季
鷹

が
己
で
生
み
出
し
た
解
釈
と
考
え
る
よ
り
も
何
か
参
考
と
さ
れ
た

本
文
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、⽛
イ
⽜

本
も
し
く
は
別
の
本
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
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下
巻
二
八
オ⽛
思
ひ
す
て

は
な
れ
イ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
心
よ
は
さ
も
心
う
く
て

我
な
が
ら
う
ら
め
し
く
な
ん
⽜

の
部
分
、⽛
は
な
れ
イ
⽜
と
⽛
た
て
⽜
は
同
じ
濃
さ
の
朱
で
あ
る
が
、

⽛
我
な
が
ら
う
ら
め
し
く
な
ん
⽜
は
朱
が
よ
り
橙
に
近
い
色
で
あ

り
、
書
き
入
れ
の
時
期
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
同

丁
の
⽛
花
⽜
注
記
は
よ
り
黒
い
朱
で
あ
り
、
そ
れ
と
も
異
な
る
。

と
す
る
と
、⽛
イ
⽜
本
注
記
の
入
れ
忘
れ
、⽛
イ
⽜
本
を
見
返
し
た

際
の
書
き
入
れ
、
も
し
く
は
別
の
本
を
校
合
に
用
い
た
際
の
書
き

入
れ
の
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、校
合
箇
所
に
つ
い
て
判
断
が
つ
き
づ
ら
い
の
は
、

⽛
イ
⽜
本
の
本
文
の
全
容
が
季
鷹
の
恣
意
的
な
校
合
方
針
も
あ
っ

て
判
然
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三
、
校
合

三
─
一
、⽛
イ
⽜
本

前
述
し
た
通
り
、
一
度
目
の
書
き
入
れ
は
、
上
巻
末
識
語
の
日

付
⽛
寛
政
十
一
年
七
月
廿
七
日
⽜、
中
巻
末
識
語
か
ら
同
年
八
月
十

五
日
と
あ
る
こ
ろ
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
⽛
又
の
と
し
春
猪

苗
代
法
眼
の
本
を
か
り
て
一
わ
た
り
よ
み
あ
は
せ
侍
れ
と
⽜（
上

巻
末
識
語
）、⽛
春
の
日
の
つ
れ
〳
〵
な
る
ま
ゝ
に
猪
苗
代
法
眼
の

本
を
か
り
て
あ
は
せ
見
つ
ゝ
一
わ
た
り
朱
を
く
は
へ
お
く
物
な
ら

し（
中
略
）寛
政
十
二
年
三
月
廿
日
あ
ま
り
四
日
⽜（
下
巻
末
識
語
）

と
あ
る
通
り
、
寛
政
十
二
年
に
猪
苗
代
法
眼
す
な
わ
ち
猪
苗
代
謙

宜
の
本
を
借
り
て
校
合
し
た
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点

で
の
異
本
（⽛
イ
⽜
本
）
は
猪
苗
代
謙
宜
所
蔵
本
で
あ
ろ
う
と
推
測

で
き
る
。

⽝
苔
の
衣
⽞
の
本
文
に
つ
い
て
、
季
鷹
は
謙
宜
本
を
借
り
る
以
前

の
識
語
に
⽛
よ
き
本
を
え
て
又
々
た
ゝ
し
侍
る
へ
き
也
⽜、⽛
此
ふ

み
と
う
出
て
み
る
に
か
き
そ
ん
じ
ぬ
る
所
々
か
な
の
誤
な
と
も
す

く
な
か
ら
ね
は
よ
き
本
見
出
ん
ま
て
に
と
て
⽜と
記
し
、⽛
よ
き
本
⽜

の
出
現
に
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
期
待
の
も
と
校
合
さ
れ
た
の
が

⽛
イ
⽜
本
で
あ
り
⽛
花
⽜
本
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
⽛
イ
⽜
本
・⽛
花
⽜
本
と
も
前
田
家
本
系
統
で
あ
る
こ

と
が
異
本
注
記
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、
現
存
す
る
前
田
家
本
系
統

諸
本
の
う
ち
、
イ
本
注
記
と
本
文
を
混
成
さ
せ
て
で
き
あ
が
る
本

文
と
、
完
全
に
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
（
23
）。

た
と
え
ば
、
下
巻
一
オ
⽛
ゆ
く
ゑへ

な
き
人
の
御
事
こ
ひ
し
く
か

な
し
な

く
イ

ん
と
い
ひ
出
聞
こ
え
た
ま
ふ
⽜
と
い
う
と
こ
ろ
の
傍
線
部
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は
、
前
田
家
本
系
統
諸
本
で
は
⽛
か
な
し
く
な
む
お
ほ
し
出
き
こ

え
た
ま
ふ
⽜
と
あ
る
。
前
田
家
本
系
統
諸
本
を
見
た
の
で
あ
れ
ば

校
異
と
し
て
存
在
す
る
は
ず
の
傍
線
部
に
つ
い
て
季
鷹
は
校
異
を

採
っ
て
い
な
い
。

中
巻
五
九
ウ
⽛
姫
き
み
見
た
ま
ひ
て
は
ゝ
の
つ
く
ろ
ひ
て
あ
な

か
し
こ
か

な
歟

ら
す
○な

花

と
き
〳
〵
は
ほ
と
け
に
た
て
ま
つ
れ
と
⽜
の

傍
線
部
、
季
鷹
は
⽛
か
な
ら
す
⽜
と
解
し
、⽛
花
⽜
本
は
⽛
枯
ら
す

な
⽜
と
あ
る
。
現
存
す
る
前
田
家
本
系
統
諸
本
は
す
べ
て
⽛
か
ら

す
な
⽜
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、⽛
イ
⽜
本
注
記
は
な
く
、
季
鷹

は
、⽛
イ
⽜
本
の
校
異
を
採
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

下
巻
九
ウ
⽛
た
ゝ
こ
う
へ
の
御
か
ほ
を
う
つ
し
お

と
り
花
た

ら
ん
や
う
に
お
は
す
れ
は
⽜
の
部
分
、
季
鷹
は
⽛
を
き
⽜
の
⽛
を
⽜

を
⽛
お
⽜
に
改
め
、
花
本
に
よ
っ
て
⽛
と
り
花
⽜
と
し
て
い
る
。

前
田
家
本
系
統
諸
本
で
⽛
を
き
た
ら
ん
⽜
と
い
う
本
文
を
持
つ
も

の
は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
す
べ
て
⽛
と
り
た
ら
ん
⽜
で
あ
り
、
季

鷹
の
見
落
と
し
か
、
も
し
く
は
季
鷹
の
判
断
に
よ
っ
て
イ
本
校
合

時
に
は
注
記
が
書
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
の
例
と
し
て
、
下
巻
一
一
ウ
⽛
ま
ゆみ

カ

ひ
た
ひ
つ
き
⽜、⽛
ゆ
⽜

の
右
に
⽛
み
カ
⽜
と
あ
り
さ
ら
に
⽛
み
花
⽜
と
左
に
注
記
さ
れ
て

い
る
。⽛
イ
⽜
本
注
記
は
な
い
が
、
現
存
の
前
田
家
本
系
統
諸
本
は

い
ず
れ
も
⽛
ま
み
⽜
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統

諸
本
も
、⽛
ま
み
⽜
と
な
っ
て
い
る
の
に
加
え
、
姫
君
の
美
貌
を
表

す
と
き
に
は
⽛
ま
み
ひ
た
い
つ
き
⽜
と
す
る
の
は
半
ば
定
型
表
現

で
あ
る
の
で
、
イ
本
が
⽛
ま
ゆ
⽜
だ
っ
た
の
か
は
や
や
疑
わ
し
い
。

下
巻
一
五
オ
⽛
も
て
な
し
聞
え
給
ふ
に
し
た
か

花
ナ
シ

ひ
て
は
あ
や
に

く
な
る
⽜
の
傍
線
部
、⽛
花
ナ
シ
⽜
と
あ
る
が
、
前
田
家
本
系
統
諸

本
も
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本
も
⽛
花
⽜
本
と
一
致
し
、⽛
イ
⽜
本

も
⽛
花
⽜
本
と
同
じ
本
文
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
季
鷹
は
、
す
べ
て
の
異
同
を
書
き
入
れ
る
の
で
な
く
、

考
察
し
た
結
果
注
目
す
る
に
値
す
る
と
判
断
し
た
も
の
を
選
択
し

て
書
き
入
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

田
中
康
二
氏
（
24
）が
指
摘
す
る
、
伊
勢
貞
丈
の
⽝
安
斎
随
筆
⽞
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

書
を
校
合
す
る
事
を
知
り
た
る
人
の
校
合
す
る
に
は
、
彼
の

本
の
善
き
を
此
方
の
本
に
書
入
し
悪
き
事
を
ば
消
す
な
り
。

事
を
知
ら
ざ
る
人
の
校
合
す
る
は
、
彼
の
本
と
よ
み
く
ら
べ

て
相
違
の
文
あ
れ
ば
、
善
悪
の
考
も
な
く
違
ひ
た
る
ほ
ど
の
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事
を
ば
妄
り
に
此
方
の
本
へ
書
き
入
る
ゝ
故
、
其
の
本
汚
れ

て
却
り
て
悪
本
と
な
り
、
義
の
通
じ
が
た
き
や
う
に
な
る
な

り
。

ま
さ
に
季
鷹
は
己
の
判
断
に
よ
っ
て
、⽛
彼
の
本
の
善
き
を
此
方

の
本
に
書
入
し
⽜
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
前
田
家

本
諸
本
本
文
の
校
異
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
季
鷹
の

見
落
と
し
か
、
そ
れ
と
も
季
鷹
の
解
釈
上
の
判
断
に
よ
る
も
の
な

の
か
が
わ
か
ら
ず
、
特
に
⽛
イ
⽜
本
を
再
現
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。上

巻
末
識
語
の
続
き
に
は
、⽛
又
の
と
し
春
猪
苗
代
法
眼
の
本

を
か
り
て
一
わ
た
り
よ
み
あ
は
せ
侍
れ
と
か
れ
も
ま
た
く
そ
な
は

れ
る
と
も
み
え
す
な
ん
⽜
と
あ
る
。
つ
ま
り
お
そ
ら
く
⽛
イ
⽜
本

に
つ
い
て
は
不
完
全
な
本
文
で
あ
る
と
の
認
識
が
季
鷹
に
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
再
確
認
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
で
き

な
い
。

で
は
、⽛
花
⽜
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

三
─
二
、⽛
花
⽜
本

⽛
花
⽜
本
に
つ
い
て
は
そ
の
正
体
が
明
ら
か
で
あ
る
。

中
巻
七
六
オ
⽛
た
ゝ
ひ
と
り
ほ
く
ゑ
の
く
や
う
ほ
う
し
て
⽜
の

本
文
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傍
線
部
に
⽛
法
華
⽜⽛
供
養
法
⽜
と
傍
書

が
あ
る
。
こ
れ
は
最
初
の
季
鷹
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
⽛
く

や
う
⽜
の
⽛
く
⽜
を
見
せ
消
ち
し
て
⽛
ぎ
花
⽜
と
あ
る
。
つ
ま
り

花
本
に
基
づ
く
季
鷹
の
解
釈
と
し
て
は
⽛
ぎ
や
う
ほ
う
（
行
法
）⽜

と
な
る
。
貼
り
付
け
ら
れ
た
付
箋
に
も
朱
筆
で
⽛
法
華
行
法
⽜
と

あ
る
。
こ
の
部
分
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
で
は
す
べ
て
⽛
く
や
う

ほ
う
し
て
⽜
と
あ
る
。
前
田
家
本
・
書
陵
部
本
・
底
本
・
内
閣
文

庫
本
⽛
く
や
う
ほ
う
し
て
⽜、
黒
川
五
冊
本
⽛
く
や
う
お
ほ
し

を
そ
し
イ

て
⽜

と
あ
り
、
京
都
大
学
吉
田
南
総
合
図
書
館
蔵
本
（
以
降
、
京
大
吉

田
南
本
と
称
す
）
の
み
⽛
き
や
う
ほ
う
し
て
⽜
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
着
目
し
て
⽛
花
⽜
本
注
記
を
、
京
大
吉
田
南
本
の
本

文
と
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、⽛
花
⽜
本
注
記
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
京

大
吉
田
南
本
に
一
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
致
し
な

い
箇
所
は
、
わ
ず
か
数
箇
所
で
あ
る
。⽛
花
⽜
本
注
記
が
全
体
で
お

よ
そ
三
五
〇
箇
所
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、⽛
花
⽜
本
は
京
大
吉
田

南
本
と
同
一
本
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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京
大
吉
田
南
本
の
簡
単
な
書
誌
を
以
下
に
示
す
。

縦
二
四
･三
×
一
七
･二
㎝
、
三
冊
本
。
巻
名
が
そ
れ
ぞ
れ
⽛
草
⽜

（
九
四
丁
）⽛
木
⽜（
五
九
丁
）⽛
国
⽜（
七
三
丁
）
と
な
っ
て
い
る
点

が
珍
し
い
。
草
巻
は
、
い
わ
ゆ
る
巻
一
・
二
に
相
当
す
る
。
本
文

一
〇
行
書
で
、
全
巻
一
筆
。
表
紙
は
薄
茶
地
に
茶
色
の
斜
縞
、
中

央
上
部
の
題
簽
（
一
六
･〇
×
三
･五
㎝
）
に
⽛
苔
衣

草
（
こ
希

古
ろ
も

木
／
古
計
故
路
も

国
）⽜
と
墨
書
す
る
。
印
記
は
⽛
第

三
高
等
學
校
圖
書
印
⽜・⽛
林
森
太
郎
先
生
記
念
會
⽜⽛
□
林
森
太
郎

先
生
遺
書
⽜
で
あ
る
。

京
大
吉
田
南
本
の
伝
来
、
及
び
季
鷹
が
⽛
花
⽜
本
と
表
記
し
た

理
由
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
季
鷹
と
、⽛
花
⽜
と
略
称
さ

れ
る
人
物
の
間
に
何
か
し
ら
の
貸
借
関
係
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、⽛
花
⽜
本
注
記
か
ら
京
大
吉
田
南
本
の
本
文
を
復
元
す
る

こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
下
巻
一
二
オ
⽛
御
け
し
き

を
姫
君
は
た
ゝ
ひ
と
み
ち
に
⽜
は
、
京
大
吉
田
南
本
の
本
文
で
は

⽛
御
け
し
き
を
た
ゝ
ひ
た
ふ
る
に
⽜
と
な
っ
て
い
る
が
、⽛
姫
君
は
⽜

の
部
分
に
関
し
て
は
特
段
注
記
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙

に
暇
が
無
い
。

や
は
り
、
季
鷹
が
考
察
し
た
結
果
、
季
鷹
が
注
目
す
る
に
値
す

る
と
判
断
し
た
異
同
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
る
。

書
き
入
れ
全
体
か
ら
み
る
と
、二
─
一
で
も
述
べ
た
通
り
、⽛
花
⽜

本
（
京
大
吉
田
南
本
）
は
⽛
イ
⽜
本
注
記
に
つ
い
て
訂
正
を
加
え
る

こ
と
は
少
な
い
。
こ
れ
は
そ
も
そ
も
京
大
吉
田
南
本
と
⽛
イ
⽜
本
注

記
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
大
き
な
異
同
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
下
巻
二
一
ウ
⽛
む
か
し
に
た
ち
か
は
り
た
る
こ
ゝ
地
し
て

お

ほ

え

た

る

御

里

す

み

に

て

イ

⽜、

⽛
花
⽜
に
は
⽛
む
か
し
お
ほ
え
た
る
御
さ
と
す
み
⽜
と
あ
り
⽛
に
て
⽜

が
な
い
、
下
巻
二
ウ
⽛
た
れ
も
よ
ふに

イ

け
に
○と

花

は
の
た
ま
は
し
と花

ナ
シ

⽜、

花
本
に
は
⽛
よ
に
⽜
が
な
い
と
い
っ
た
程
度
の
異
同
に
留
ま
る
。

た
だ
し
、
注
記
と
し
て
採
ら
れ
て
い
な
い
部
分
の
⽛
イ
⽜
本
本
文

が
不
明
な
の
で
、
注
記
部
分
が
だ
い
た
い
一
致
す
る
と
し
て
も
、

⽛
イ
⽜
本
と
⽛
花
⽜
本
の
本
文
自
体
が
近
似
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

次
い
で
、
京
大
吉
田
南
本
と
、⽛
イ
⽜
本
注
記
の
な
い
本
文
修
正

（⽛
歟
⽜
が
あ
る
も
の
を
除
く
）
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
ほ

ぼ
近
似
し
、
大
き
く
異
な
る
箇
所
は
な
か
っ
た
。

⽛
イ
⽜
本
と
⽛
花
本
⽜
の
注
記
の
方
針
の
違
い
と
し
て
、⽛
花
⽜

に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、⽛
花
同
⽜⽛
～
イ

花
同
⽜
の

ほ
か
、⽛
花
ナ
シ
⽜
と
い
う
注
記
が
あ
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
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中
巻
一
八
ウ
に
⽛
う
ち
ま
い
り
○の

歟

花
ア
リ

こ
と
も
つ
ゐ
に
と
ま
り

に
し
⽜
と
あ
り
、
自
身
の
案
を
示
し
、
そ
の
下
に
⽛
花
ア
リ
⽜
と

注
記
し
、自
分
の
案
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
敢
え
て
記
し
て
い
る
。

中
巻
八
三
オ
⽛
か
や
う
の
事
を
き
ゝ
た
ま
ふ
に
母
う
へ
の
お
り

は
さ
す
か
⽜
の
部
分
、⽛
母
⽜
に
朱
で
⽛
も
⽜
と
傍
書
し
、
さ
ら
に

そ
の
後
で
⽛
は
ゝ
花
⽜
と
校
異
を
示
し
て
い
る
。⽛
母
⽜
を
⽛
も
⽜

と
読
む
解
釈
が
正
し
い
と
季
鷹
が
断
じ
て
い
た
な
ら
ば
、⽛
花
⽜
本

注
記
は
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

下
巻
一
○
四
オ
⽛
御
ら
ん
し
つ
け
た
る
を
女
院
の
御
こ
ゝ
ち
⽜、

⽛
を
⽜
は
最
初
⽛
衍
歟
⽜
と
あ
り
、
そ
の
後
⽛
花
ナ
シ
⽜
と
さ
れ
、

⽛
歟
⽜
を
見
せ
消
ち
し
て
⽛
也
⽜
と
し
て
い
る
。⽛
花
⽜
に
よ
っ
て

自
身
の
考
え
を
裏
付
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
下
巻
五
〇
オ

⽛
さ
す
ら
へ
む
と
な
り

思
ひ
花

侍
へ
りる

同

な
ん
と花

ナ
シ

⽜
も
同
様
で
あ
る
。

季
鷹
自
身
が
い
ず
れ
の
本
を
よ
り
よ
い
本
文
と
位
置
づ
け
て
い

た
の
か
は
断
言
し
が
た
い
。
し
か
し
、
最
初
は
不
要
だ
と
判
断
し

て
切
り
捨
て
た
も
の
が
、
後
か
ら
実
は
大
事
だ
っ
た
と
判
明
す
る

の
は
ま
ま
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
複
数
の
本
を
校
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
解
釈
は
よ
り
深
め
ら
れ
、
異
同
を
見
る
べ
き
箇
所
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
校
合
時
に
よ
り
注

意
深
く
参
考
に
さ
れ
た
の
は
⽛
花
⽜
本
、
す
な
わ
ち
京
大
吉
田
南

本
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

気
に
な
る
の
は
、下
巻
五
〇
ウ
と
五
一
オ
の
間
の
挟
紙
で
あ
る
。

季
鷹
の
弟
子
の
河
本
公
輔
（
25
）が
上
巻
一
七
ウ
・
一
八
オ
の
間
の
挟

紙
に
⽛
さ
い
院
に
ま
ち
給
ふ
事
云
々
公
輔
案
一
本
斎
院
と
あ
れ
と

西
院
の
誤
也
⽜、
同
じ
く
一
八
ウ
一
九
オ
の
間
の
挟
紙
に
⽛
斎
院
は

西
院
也
と
う
ゐ
ん
と
有
も
ひ
ん
か
し
の
院
也
⽜
と
書
い
て
い
る
の

と
は
、
筆
跡
も
挟
紙
の
色
も
明
ら
か
に
異
な
る
。
挟
紙
に
は
⽛
異

文
の
本
文
水
戸
納
言
彼
文
庫
本
よ
り
は
よ
き
か
⽜
と
あ
る
。⽛
水

戸
納
言
彼
文
庫
本
⽜
は
、⽝
国
書
総
目
録
⽞
に
あ
る
旧
彰
考
館
蔵
本

（
五
冊
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。⽛
水
戸
納
言
⽜
が
誰

か
は
直
接
断
定
で
き
な
い
（
26
）。

挟
紙
は
⽛
か
（
加
）⽜
を
用
い
る
が
、
季
鷹
は
⽛
か
⽜
に
⽛
加
⽜

を
用
い
な
い
傾
向
に
あ
る
。
挟
紙
は
⽛
き
（
幾
）⽜
の
形
が
特
徴
的

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
寛
政
・
享
保
ご
ろ
の
季
鷹
筆
と
は
異
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

挟
紙
の
指
摘
が
い
つ
の
も
の
か
は
知
れ
な
い
が
、⽛
異
文
⽜
が
旧

彰
考
館
蔵
本
（
五
冊
）
よ
り
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
人
物
が
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。⽛
異
文
⽜
が
⽛
イ
本
⽜⽛
花
本
⽜
の
い
ず
れ
を
指
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す
の
か
、そ
れ
と
も
両
方
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、

五
冊
本
は
四
冊
本
か
ら
分
か
れ
た
も
の
で
、
黒
川
文
庫
本
（
五
冊

本
）
が
四
冊
本
の
⽛
下
位
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
⽜
こ
と
か
ら

す
る
と
、こ
の
指
摘
は
概
ね
的
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

四
、
季
鷹
の
態
度
と
評
価

い
ず
れ
に
せ
よ
、⽝
苔
の
衣
⽞
に
つ
い
て
は
、
季
鷹
周
辺
に
お
い

て
、
季
鷹
が
三
回
以
上
も
読
み
校
正
し
、
そ
の
弟
子
の
河
本
公
輔

が
挟
紙
に
指
摘
を
残
す
程
度
に
は
熱
心
に
読
ま
れ
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。

成
立
年
代
の
近
い
⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞⽝
小
夜
衣
⽞
の
書
き
入
れ

と
比
べ
る
と
、⽝
小
夜
衣
⽞（
外
題
⽛
出
雲
物
語
⽜）
の
季
鷹
の
書
き

入
れ
は
、
仮
名
遣
い
を
直
し
句
点
を
打
ち
、
濁
点
を
打
っ
て
い
る

も
の
の
、漢
字
傍
書
な
ど
は
九
丁
ま
で
で
無
く
な
り
、識
語
も⽛
寛

政
四
年
子
七
月
十
三
日
於
社
頭
一
覧
畢
賀
茂
季
鷹
⽜
と
記
す
の
み

で
あ
る
。

一
方
⽝
唐
物
語
⽞（
文
化
三
年
春
刊
）
の
広
告
の
最
後
に
⽛
賀
茂

季
鷹
県
主
校
正

と
り
か
へ
は
や
物
語

全
部
四
冊
追
彫
⽜
と
あ

る
よ
う
に
、
出
版
予
定
も
あ
っ
た
⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞
は
、
か
な

り
力
を
入
れ
て
読
ん
で
校
正
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞
の
季
鷹
書
き
入
れ
を
見
る
と
、
濁
点
を
入

れ
る
の
は
上
巻
一
〇
三
丁
で
終
わ
り
、
朱
書
き
入
れ
は
目
立
た
な

い
。こ

れ
は
、
識
語
に
⽛
此
取
か
へ
は
や
物
語
は
江
戸
に
侍
し
を
り
⽜

山
岡
明
阿
の
本
を
か
り
て
人
し
て
う
つ
しさ

せ

侍
り
し
也
ふ
る
き
は
う

せ
て
是
は
い
ま
と
り
か
へ
は
や
な
り
と
云
説
有
い
と
ま
な
さ
に
句

読
を
た
に
き
ら
す
只
一
わ
た
り
見
し
の
み
い
と
ま
見
出
て
こ
そ

賀
茂
季
鷹
判
⽜
と
あ
る
通
り
、
墨
筆
傍
注
や
頭
注
ま
で
も
が
、
ほ

ぼ
山
岡
明
阿
本
、
い
わ
ゆ
る
浚
明
本
の
正
確
な
写
し
で
あ
る
こ
と

も
関
係
す
る
だ
ろ
う
。

季
鷹
の
師
で
あ
る
御
風
と
浚
明
は
親
し
く
、
山
岡
浚
明
（
27
）と
は
、

⽝
扇
合
⽞
で
も
同
席
し
、
親
交
が
あ
っ
た
。
浚
明
本
⽝
と
り
か
へ
ば

や
⽞
を
借
り
得
た
の
は
そ
の
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
浚
明
本

系
統
⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞
に
は
写
本
が
多
い
が
、
そ
の
序
か
ら
は
、

次
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
浚
明
の
⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞
へ
の
高
い

評
価
が
読
み
取
れ
る
。
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と
り
て
み
れ
は
い
と
す
ゑ
の
よ
の
人
の
て
に
い
て
き
に
た
れ

と
も
す
へ
て
お
か
し
く
あ
は
れ
な
る
も
の
な
れ
は
よ
む
か
ま

た
〳
〵
あ
や
ま
れ
る
を
な
ほ
し
か
な
の
た
か
へ
る
を
も
ま
た

か
た
は
ら
か
う
か
へ
た
る
こ
と

を
も

し
る
し
つ
け
て
見
る
に

た

よ
り
あ
ら
ん
こ
と
を
と
て
な
ん

や
よ
ひ
の
つ
こ
も
り

の
よ
し
し
る
し
つ
け
ぬ

宿
禰
浚
明

頭
注
に
も
、
本
文
の
表
現
に
対
す
る
批
判
等
は
な
い
。
ま
た
、

文
意
を
取
る
た
め
の
解
説
・
傍
注
が
多
く
、
異
本
注
記
は
最
低
限

で
あ
り
、
仮
名
遣
い
の
訂
正
も
少
な
い
。
明
阿
の
校
正
方
針
と
、

⽝
苔
の
衣
⽞
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
季
鷹
の
校
正
方
針
と
の
間
に
は
、

か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
。

⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞
や
⽝
小
夜
衣
⽞
と
比
較
す
る
と
、⽝
苔
衣
⽞

に
は
、
季
鷹
が
自
ら
⽛
か
ゝ
る
心
中
ま
て
も
白
き
あ
か
き
す
ゝ
り

身
を
は
な
た
ぬ
は
季
鷹
か
く
せ
に
こ
そ
⽜（
中
巻
末
識
語
）
と
表
現

す
る
と
こ
ろ
の
校
勘
癖
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
お
り
、、
季
鷹
自

身
が
三
度
以
上
も
細
か
く
読
み
返
し
、
こ
れ
だ
け
熱
心
に
識
語
も

書
き
、
細
か
な
字
で
大
量
に
書
き
入
れ
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、⽝
苔
の
衣
⽞に
一
定
以
上
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
関
心
の
あ
り
か
た
は
、
書
陵
部
二
冊
本
⽝
苔
の
衣
⽞
の
序

に
記
さ
れ
る
、
小
山
田
与
清
の
興
味
と
は
明
確
に
異
な
る
小
山
田

与
清
は
⽛
萩
原
宗
固
随
筆
云
苔
衣
と
い
ふ
物
語
の
本
あ
り
狭
衣
を

□
し
た
る
物
の
や
う
也
作
者
し
ら
す
紅
葉
の
大
臣
の
御
息
女
親
王

の
か
た
へ
嫁
し
給
し
後
に
二
子
を
う
み
給
ふ
こ
と
を
書
た
り
も
の

語
に
孿
生

フ
タ
コ

の
こ
と
を
書
た
る
始
也
為
家
卿
の
比
の
も
の
と
み
ゆ
風

葉
集
の
う
た
を
お
ほ
く
い
れ
ら
れ
た
り
云
々
与
清
曰
風
葉
集
の
哥

を
此
物
語
に
い
れ
た
る
に
は
あ
ら
す
こ
の
物
語
の
う
た
を
風
葉
に

と
れ
る
也
風
葉
は
文
永
中
の
作
に
て
夫
よ
り
も
以
前
の
物
か
た
り

な
り
源
氏
物
語
を
引
た
る
所
あ
り
⽜
と
指
摘
す
る
。
萩
原
宗
固
は

天
明
四
年
没
の
歌
人
で
あ
り
、
小
山
田
与
清
は
、
季
鷹
が
親
交
深

か
っ
た
村
田
春
海
の
弟
子
で
あ
る
。⽝
風
葉
和
歌
集
⽞
も
季
鷹
の

蔵
書
目
録
に
見
え
、
季
鷹
は
⽝
苔
の
衣
⽞
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

も
こ
れ
ら
の
言
説
に
触
れ
、
あ
る
程
度
見
当
を
つ
け
得
た
可
能
性

も
あ
る
。
し
か
し
季
鷹
は
⽝
苔
の
衣
⽞
の
成
立
時
期
や
あ
ら
す
じ

に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
記
し
て
い
な
い
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
こ
と
は
、
季
鷹
の
関
心
の
あ
り
方
と
は
重
な
ら
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

季
鷹
の
校
正
活
動
に
お
け
る
関
心
は
、⽝
伊
勢
物
語
傍
注
⽞
や
、
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⽝
竹
取
物
語
⽞
の
書
き
入
れ
に
も
共
通
す
る
よ
う
に
、
文
脈
の
解
説

を
傍
注
と
し
て
長
々
と
書
き
込
む
こ
と
よ
り
も
、
主
と
し
て
仮
名

遣
い
と
異
本
校
合
の
書
き
入
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
語
を
理
解
し

校
正
す
る
こ
と
に
あ
り
、
自
身
の
注
釈
は
最
低
限
の
書
き
入
れ
で

示
し
て
い
る
。

物
語
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
季
鷹
は
⽛
さ
れ
と
此
物
語
な
ら
は

か
ば
か
り
に
て
一
わ
た
り
見
ば
た
り
ぬ
へ
く
社
⽜⽛
源
氏
狭
衣
や

う
の
め
う
つ
し
に
は
ふ
た
ゝ
び
見
ま
ほ
し
き
こ
ゝ
ち
は
し
侍
ら
す

な
ん
⽜
と
辛
辣
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

確
か
に
⽝
源
氏
⽞
を
読
み
馴
れ
た
目
か
ら
す
る
と
、⽝
苔
の
衣
⽞

へ
の
評
価
は
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
評
価
は
、
校
正
態
度
そ
の

も
の
に
直
結
す
る
。

浅
田
徹
氏
（
28
）が
⽛
契
沖
や
春
満
、
真
淵
ら
は
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ

て
き
た
本
文
に
対
し
て
畏
敬
の
念
な
ど
を
持
た
ず
、
誤
写
説
を
立

て
る
の
に
躊
躇
し
な
い
⽜、⽛
宣
長
は
テ
キ
ス
ト
に
一
定
量
の
誤
写

が
あ
る
の
は
当
然
だ
と
い
う
態
度
を
常
に
取
っ
て
い
た
⽜
と
指
摘

す
る
よ
う
な
態
度
が
、
近
世
に
は
芽
生
え
て
い
た
。

一
方
で
そ
れ
は
、
注
意
を
せ
ね
ば
、
供
蒿
蹊
⽝
閑
田
次
筆
⽞
巻

三
に
⽛
自
己
の
考
へ
を
も
て
文
字
を
改
め
ら
れ
し
こ
と
多
し
。
是

よ
り
開
け
て
、
加
茂
氏
を
始
め
、
心
の
ま
ま
に
字
を
取
り
替
へ
語

を
改
む
。
こ
れ
は
所
謂
⽛
活
眼
に
て
活
書
を
見
る
⽜
と
も
言
ふ
べ

け
れ
ど
、
又
万
葉
集
も
吾
が
撰
の
や
う
に
な
り
、
古
伝
の
本
は
亡

び
な
ん
や
と
危
ふ
し
⽜
と
危
惧
す
る
通
り
の
こ
と
を
誘
発
し
か
ね

な
い
。

た
し
か
に
⽝
源
氏
物
語
⽞
な
ど
に
つ
い
て
は
、
誤
写
を
正
せ
ば

⽛
正
し
い
本
文
、
真
実
の
古
典
の
す
ば
ら
し
い
姿
⽜
が
存
在
す
る
と

信
じ
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、⽝
苔
の
衣
⽞
の
よ
う
に
、⽛
本
文

の
元
の
姿
を
復
元
し
て
も
、
そ
れ
自
体
価
値
の
低
い
も
の
だ
⽜
と

考
え
る
の
で
は
、
自
ず
と
校
正
態
度
も
変
わ
っ
て
く
る
に
違
い
な

い
。
事
実
、⽝
苔
の
衣
⽞
の
本
文
改
変
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

⽛
心
の
ま
ま
に
字
を
取
り
替
へ
語
を
改
む
⽜
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

季
鷹
は
、
す
べ
て
の
校
異
を
書
き
込
む
こ
と
は
せ
ず
、
季
鷹
の

判
断
に
基
づ
い
て
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
、
か
つ
季
鷹
の
解
釈
に

よ
っ
て
、
異
同
に
な
い
本
文
へ
の
恣
意
的
な
改
変
も
行
わ
れ
て
い

る
。⽝
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
⽞
巻
四
に
お
い
て
、⽛
か
な
ら
ず
其
文

字
の
誤
と
、
し
る
く
見
え
た
る
こ
と
な
ど
も
、
こ
ゝ
ら
あ
れ
ど
、

本
に
見
え
ぬ
は
、
み
な
さ
て
あ
る
也
⽜
と
い
う
校
異
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
本
居
宣
長
と
の
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
。
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つ
ま
り
季
鷹
に
よ
る
校
異
を
拾
う
だ
け
で
は
、
校
合
し
た
本
の

本
文
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
い
た
ず
ら
に
混
じ
り
合
っ
た

新
し
い
本
文
が
生
成
さ
れ
て
し
ま
う
。
少
な
く
と
も
⽝
苔
の
衣
⽞

に
対
す
る
季
鷹
の
意
欲
的
な
校
正
活
動
は
、
労
力
の
割
に
、
そ
の

再
現
性
が
著
し
く
低
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

た
だ
し
、
季
鷹
の
解
釈
・
判
断
の
方
針
と
実
際
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
季
鷹
の
⽝
苔
の
衣
⽞
校
合
時
の
興
味
関
心
は
、⽛
古
典
成

立
時
の
本
文
の
正
し
い
姿
⽜
よ
り
も
⽛
い
に
し
へ
の
形
而
上
の
正

し
い
語
の
す
が
た
⽜
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と

が
見
え
て
き
た
。
こ
れ
は
季
鷹
の
校
正
活
動
の
一
つ
の
特
徴
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

注

（
⚑
）
後
嵯
峨
院
時
代
（
後
嵯
峨
即
位
の
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
か

ら
崩
御
の
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
年
ま
で
を
指
す
）
に
成
立
し
た

と
思
し
い
。⽝
風
葉
和
歌
集
⽞
に
二
首
入
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
成
立
の
文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

（
⚒
）
拙
稿
⽛
苔
の
衣
⽞
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
巻
一
・
四
相
当
諸
本
に

つ
い
て
⽜（⽝
年
報
新
人
文
学
⽞
第
一
六
号
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
）、

⽛⽝
苔
の
衣
⽞
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
及
び
京
都
市
歴
史
資
料
館

蔵
本
に
つ
い
て
⽜（⽝
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
⽞
第
四
三
号
、
二
〇
二

〇
年
四
月
）

（
⚓
）
拙
稿
⽛
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
蔵
⽝
苔
の
衣
⽞
翻
刻
─
京
都
市

歴
史
資
料
館
蔵
⽝
苔
の
衣
⽞
本
文
対
照
（
一
)～
(四
）⽜（⽝
京
都
大
学

國
文
學
論
叢
⽞
第
三
九
～
四
二
号
、
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
一
九

年
九
月
）

（
⚔
）
鈴
木
淳
⽛
天
明
七
年
の
加
藤
千
蔭
⽜（⽝
橘
千
蔭
の
研
究
⽞、
ぺ
り

か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年
）
お
よ
び
高
橋
貞
一
⽛
賀
茂
季
鷹
の
没
年
齢

と
そ
の
蔵
書
⽜（⽝
京
都
市
立
西
京
高
等
学
校
研
究
紀
要

人
文
科
学
⽞

第
四
号
、
一
九
五
四
年
）、
盛
田
帝
子
⽝
近
世
雅
文
壇
の
研
究
⽞（
汲
古

書
院
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
⚕
）
⽛
桐
壺
⽜
の
箱
は
、⽝
万
葉
集
⽞⽝
三
十
六
人
歌
集
⽞⽝
同

家
集

補
⽞⽝
陸
々
集

切
抜
⽞⽝
能
宣
集
別
本
新
写
⽞⽝
貫
之
集

別
本
⽞
で

あ
り
、
季
鷹
の
関
心
の
中
心
が
和
歌
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お

⽛
東
屋
⽜
に
⽝
源
氏
物
語
⽞
五
十
六
冊
、⽛
巳
⽜
に
⽝
源
氏
物
語
⽞
五
十

四
冊
が
見
え
る
。

（
⚖
）
注（
⚓
）参
照
。
三
巻
三
冊
。
外
題⽛
こ
け
衣

上（
中
）（
下
）⽜、

内
題
⽛
苔
こ
ろ
も
上
（
下
）⽜（
中
巻
に
は
内
題
な
し
）。
上
巻
表
紙
は

紺
色
（
原
表
紙
）。
中
巻
表
紙
は
茶
色
（
原
表
紙
）、
左
上
部
に
⽛
こ
け
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衣

中
⽜と
墨
書
し
た
題
簽（
梅
花
模
様
）。
下
巻
改
装
表
紙
は
薄
色
、

左
上
部
の
水
色
題
簽
に
⽛
こ
け
衣

下
⽜
と
墨
書
。
原
表
紙
は
紺
色
、

左
上
部
の
題
簽
に
⽛
こ
け
衣

下
⽜
と
墨
書
。
袋
綴
。
見
返
本
文
共

紙
。
一
面
一
〇
行
書
。
上
巻
縦
二
六
･八
㎝
×
横
一
九
･三
㎝
。
中
巻

縦
二
七
･二
㎝
×
横
一
九
･三
㎝
。
下
巻
縦
二
七
･〇
㎝
×
横
一
九
･五

㎝
。
朱
文
長
方
印
⽛
生
山
書
庫
⽜。

（
⚗
）
飯
倉
帝
子
⽝
近
世
中
後
期
歌
壇
史
の
研
究
─
賀
茂
季
鷹
を
中
心

に
⽞
中
⽛
第
二
部

賀
茂
季
鷹
年
譜
稿
⽜（
一
九
九
八
年
三
月
）。

（
⚘
）
盛
田
帝
子
⽝
近
世
雅
文
壇
の
研
究
⽞⽛
第
二
部
第
九
章

江
戸
和

学
者
た
ち
の
源
氏
物
語
和
歌
⽜（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
⚙
）
盛
田
帝
子
⽝
近
世
雅
文
壇
の
研
究
⽞⽛
第
三
部
第
十
六
章

賀
茂

季
鷹
の
能
宣
歌
誤
写
説
⽜（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
10
）
⽝
土
佐
日
記
抄
⽞
は
安
永
五
年
の
夏
に
一
校
を
終
え
、⽝
讃
岐
典

侍
日
記
⽞
に
は
安
永
七
年
夏
、⽝
弁
内
侍
日
記
⽞
に
は
安
永
八
巳
亥
春

二
月
九
日
の
識
語
が
あ
る
。⽝
更
級
日
記
⽞
に
は
天
明
元
年
十
二
月

廿
一
日
、⽝
中
務
内
侍
日
記
⽞
に
は
天
明
八
年
八
月
二
日
の
識
語
が
あ

る
。

（
11
）
季
鷹
旧
蔵
本
⽝
と
り
か
へ
ば
や
⽞
巻
末
識
語
に
⽛
此
取
か
へ
は

や
物
語
は
江
戸
に
侍
し
を
り
山
岡
明
阿
の
本
を
か
り
て
人
し
て
う
つ

さ
せ
侍
り
し
也
⽜
と
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
⽛
文
政
九
年
七
月
十
六

日
に
な
ん
⽜、
ま
た
頭
注
に
て
⽛
今
思
ふ
に
五
十
年
は
か
り
む
か
し
の

事
に
な
ん
⽜
と
あ
り
、⽛
五
十
年
⽜
が
正
し
け
れ
ば
書
写
は
安
永
五
年

頃
の
こ
と
と
な
る
。

（
12
）
そ
の
ほ
か
⽝
雑
篇
記
稿
抜
書
⽞⽝
諸
卿
御
点
取
和
歌
⽞⽝
堀
河
院

百
首
歌
之
内
聞
書
⽞
な
ど
。

（
13
）
季
鷹
旧
蔵
本
⽝
将
門
記
⽞
識
語
に
は
、⽛
此
一
冊

在
江
戸
中
令

買
得
所
謂
内
藤
侯
／
犢
庫
(マ
マ
)

本
也
可
為
永
家
跡
者
也
／
甲
斐
権
守
賀
茂

季
鷹
⽜
と
あ
る
が
、
牘
庫
印
は
な
い
。
ま
た
季
鷹
旧
蔵
本
⽝
唐
物
語
⽞

識
語
に
は
⽛
一
と
せ
犢
庫
(マ
マ
)

と
い
ふ
蔵
書
印
お
し
候
和
漢
乃
書
多
く
世

に
出
て
此
唐
物
語
も
そ
か
う
ち
也
内
藤
本
と
も
い
ふ
め
り
江
戸
に
侍

り
し
を
り
に
て
西
行
上
人
の
親
筆
を
は
か
ら
す
え
て
橘
千
蔭
と
ゝ
も

に
一
通
り
よ
み
あ
は
せ
て
西
上
人
の
こ
と
な
る
を
千
蔭
朱
す
み
も
て

つ
た
へ
に
し
る
し
つ
け
侍
る
也

寛
政
五
年
秋
七
月

賀
茂
季
鷹

（
朱
筆
）⽜
と
あ
る
。
同
様
に
、
季
鷹
旧
蔵
本
⽝
万
松
院
殿
穴
太
記
⽞
識

語
（
朱
筆
）
に
も
⽛
此
一
巻
は
内
藤
侯
御
蔵
書

犢
庫
本
と
い
ふ
な
り

な
り
し
か
天
明
の
末

世
に
も
り
出
た
る
を
江
戸
に
侍
り
し
を
り
に
て
か
ひ
得
た
り
し
を
此

比
秋
夜
の
ね
さ
め
に
一
わ
た
り
見
て
あ
や
ま
り
と
お
ほ
し
き
所
に
は

つ
と
め
て
い
さ
ゝ
か
正
し
置
侍
り
ぬ

享
和
元
年
八
月
二
日

賀
茂

季
鷹
⽜
と
あ
る
。

（
14
）
注
（
⚗
）
に
同
じ
。

（
15
）
黒
川
文
庫
五
冊
本
⽝
苔
の
衣
⽞
に
は
、
小
山
田
与
清
の
こ
と
ば

と
し
て
、⽛
萩
原
宗
固
随
筆
云
苔
衣
と
い
ふ
⽜物
語
の
本
あ
り（
中
略
）



― 221 ―― 220 ―

（
二
三
）

北海学園大学人文論集 第 70 号(2021 年 3 月)⽝苔の衣⽞に見る賀茂季鷹の物語校正活動（関本）

為
家
卿
の
比
の
も
の
と
み
ゆ
風
葉
集
の
う
た
を
お
ほ
く
い
れ
ら
れ
た

り
云
々
与
清
曰
風
葉
集
の
哥
を
此
物
語
に
い
れ
た
る
に
は
あ
ら
す
こ

の
物
語
の
う
た
を
風
葉
に
と
れ
る
也
風
葉
は
文
永
中
の
作
に
て
夫
よ

り
も
以
前
の
物
か
た
り
な
り
⽜
と
あ
る
。
萩
原
宗
固
は
天
明
四
年
没

の
歌
人
で
あ
り
、
小
山
田
与
清
は
、
季
鷹
が
親
交
深
か
っ
た
村
田
春

海
の
弟
子
で
あ
る
。
季
鷹
が
ど
の
程
度
こ
れ
ら
の
言
説
に
接
し
て
い

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、⽝
風
葉
和
歌
集
⽞は
蔵
書
目
録
に
あ
り
、⽝
苔

の
衣
⽞
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
見
当
を
つ
け
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。

（
16
）
三
例
目
は
下
巻
一
〇
二
オ
⽛
は
つ
か
し
う

花
と
お
ほ
し
て

そと
イ

ゐひ
歟

給
へ
り
し
御
か

ほ
つ
き
も
⽜
の
部
分
、
ま
ず
傍
線
部
を
⽛
そ
ひ
⽜
と
解
し
た
季
鷹
案
、

そ
の
後
⽛
は
づ
か
し
う
と
⽜
と
解
し
た
⽛
イ
⽜
本
校
合
、
さ
ら
に
⽛
う

そ
⽜
を
見
せ
消
ち
に
し
て
⽛
は
づ
か
し
と
お
ほ
し
て
ゐ
給
へ
り
し
⽜

と
解
し
た
⽛
花
⽜
本
校
合
案
と
い
う
流
れ
が
見
え
る
。

（
17
）
盛
田
帝
子
⽝
近
世
雅
文
壇
の
研
究
⽞⽛
第
二
部
第
七
章
賀
茂
季
鷹

と
荷
田
御
風
⽜（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
）

（
18
）
今
野
真
二
⽝
仮
名
遣
論
攷
⽞⽛
第
七
章
⽝
古
言
梯
⽞
に
連
な
る

仮
名
遣
書
⽜（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

（
19
）
注
（
18
）
に
同
じ
。

（
20
）
ふ
り
が
な
は
中
巻
⽛
這こ
の

⽜
二
回
、
下
巻
⽛
度
脱
一
切
者
病
死
海

ど
だ
つ
い
つ
さ
い
し
や
べ
う
し
か
い

⽜

⽛
檀
特
山

だ
ん
と
く
せ
ん

⽜
な
ど
の
読
み
づ
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
集
中
し
て

お
り
、
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。

（
21
）
こ
の
⽛
見
奉
る
⽜
が
⽛
イ
⽜
本
に
あ
っ
た
か
は
不
明
。

（
22
）
七
九
ウ
に
⽛
大
弐
の
め
の
と
御
て
い
の
か
た
を
見
る
に
⽜
と
あ

る
の
で
、
こ
こ
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
文
の
右
に
書
き

入
れ
を
消
し
た
後
が
あ
る
。

（
23
）
未
見
で
あ
る
が
、⽝
国
書
総
目
録
⽞
に
よ
れ
ば
⽛
春
海
本
⽜
が
存

在
す
る
。
村
田
春
海
は
季
鷹
と
関
係
が
深
い
の
で
何
か
し
ら
関
係
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
24
）
田
中
康
二
⽛
本
文
批
判
成
立
史
⽜（⽝
神
戸
大
学
文
学
部
紀
要
⽞
第

四
一
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
25
）
近
世
後
期
の
国
学
者
、
歌
人
。
備
前
の
人
。
京
都
で
賀
茂
季
鷹

に
歌
学
を
、
本
居
大
平
に
国
学
を
ま
な
ぶ
。
主
な
著
作
に
⽝
竹
取
物

語
管
見
⽞⽝
名
字
弁
⽞
な
ど
。⽝
新
撰
萬
葉
集
⽞
は
、
契
沖
冠
註
を
河
本

公
輔
が
校
し
、
賀
茂
季
鷹
が
主
閲
し
た
も
の
で
季
鷹
の
跋
が
あ
る
。

（
26
）
水
戸
徳
川
家
の
第
六
代
藩
主
徳
川
治
保
は
寛
政
七
年
権
中
納

言
、
第
八
代
斉
脩
は
文
政
八
年
権
中
納
言
、
第
九
代
斉
昭
は
天
保
八

年
権
中
納
言
で
あ
る
。

（
27
）
近
世
中
期
の
国
学
者
。
賀
茂
真
淵
に
師
事
し
た
。
浚
明
所
有
の

本
と
し
て
は
、
他
に
⽝
古
今
和
歌
六
帖
⽞⽝
浜
松
中
納
言
物
語
⽞
が
著

名
で
あ
る
。

（
28
）
浅
田
徹
⽛
十
八
世
紀
地
下
歌
学
の
前
提
─
出
版
の
時
代
─
⽜（
飯
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倉
洋
一
編
監
修
⽝
近
世
文
学
史
研
究
二

十
八
世
紀
の
文
学
⽞、
ぺ
り

か
ん
社
、
二
〇
一
七
年
）

［
付
記
］
こ
の
論
文
は
、
二
〇
一
九
年
度
北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
（
一

般
研
究
）
の
成
果
で
あ
る
。


